
令
和
五
年
三
月

横
浜
の
文
化
財

二
十
八

―
横
浜
市
文
化
財
調
査
概
報
―

横
浜
市
教
育
委
員
会
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は

じ

め

に

　
横
浜
市
で
は
、
市
民
の
文
化
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
ま
た
、
横
浜
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
市
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
文
化
財
基
礎
資
料
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

『
横
浜
の
文
化
財
』
は
調
査
成
果
を
報
告
す
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
以
来
刊
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
本
号
に
は
、

令
和
三
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
調
査
を
中
心
に
概
要
を
収
録
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
が
郷
土
文
化
や
歴
史
、
文
化
財
を
ご
理
解
い
た
だ
く
一
助
と
な
り
、
更
に
文
化
財
を
通
し
て

地
域
の
魅
力
向
上
・
景
観
形
成
・
観
光
資
源
の
創
出
等
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
お
わ
り
に
、
調
査
の
実
施
に
対
し
て
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
社
寺
及
び
各
機
関
の
方
々
、
御
多
忙
の
中
、
調
査
に
当
た

ら
れ
た
調
査
員
の
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
五
年
三
月

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
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目
　
次

は
じ
め
に　

目
次
・
凡
例

横
浜
市
文
化
財
調
査
員
等
名
簿
・
文
化
財
調
査
経
過

調
査
目
録

　

東
光
寺
（
南
区
）

　

八
杉
神
社
（
港
北
区
）

本
調
査
報
告　
　

　

彫
刻

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像　

燈
明
寺
（
戸
塚
区
）　

　

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像　

薬
王
寺
（
金
沢
区
）　

　

木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像　

阿
彌
陀
寺
（
磯
子
区
）

　

建
造
物

　
　

永
勝
寺
如
来
堂　

永
勝
寺
（
戸
塚
区
）　

　

天
然
記
念
物　
　

　
　

正
安
寺
の
イ
ヌ
マ
キ　

正
安
寺
（
栄
区
）　

　

史
跡
（
地
域
文
化
財
）　

　

本
牧
十
二
天
緑
地　

　
　
　
凡
　
例

一
、　
『
横
浜
の
文
化
財
』
は
、
前
号
ま
で
副
誌
名
を
「
横
浜
市
文
化
財
総
合
調
査
概
報
」
と
し
て

い
た
が
、
文
化
財
総
合
調
査
が
す
で
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
れ
を
本
号
か
ら
「
横

浜
市
文
化
財
調
査
概
報
」
と
改
め
る
。
号
数
は
継
承
す
る
。

一
、
本
号
に
は
令
和
三
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
文
化
財
調
査
を
中
心
に
そ
の
概
要

を
収
録
し
た
。
本
文
の
構
成
は
、「
調
査
目
録
」「
本
調
査
報
告
」
と
し
た
。　

一
、「
調
査
目
録
」「
本
調
査
報
告
」
に
お
け
る
調
査
社
寺
等
の
配
列
は
調
査
順
に
よ
る
。

一
、
記
述
中
の
異
体
字
・
略
体
字
等
は
一
部
を
の
ぞ
き
常
用
漢
字
な
い
し
正
字
に
改
め
た
。　
　

一
、「
調
査
目
録
」「
本
調
査
報
告
」
は
、
横
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
及
び
横
浜
市
文
化
財

調
査
員
の
各
氏
に
お
願
い
し
、
各
文
末
に
執
筆
者
名
を
示
し
た
。

一
、
掲
載
写
真
の
う
ち
彫
刻
は
、
横
浜
市
文
化
財
主
任
調
査
員
の
萩
原
哉
氏
が
撮
影
し
た
も
の
を

使
用
し
た
。
ま
た
、
史
跡
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

一
、
本
号
は
監
修
を
横
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
山
本
勉
氏
に
お
願
い
し
た

1234581214163234
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文
化
財
調
査
経
過

令
和
二
年
十
月
十
五
日　

 　

　
　
　
　

燈
明
寺　
　
　
　
　
（
戸
塚
区
）

令
和
二
年
～
令
和
四
年

　
　
　
　

薬
王
寺　
　
　
　
　
（
金
沢
区
）

令
和
三
年
～
令
和
四
年

　
　
　
　

永
勝
寺　
　
　
　
　
（
戸
塚
区
）

　
　
　
　

本
牧
十
二
天
緑
地　
（
中
区
）

令
和
三
年
七
月
五
日

　
　
　
　

正
安
寺　
　
　
　
　
（
栄
区
）

令
和
三
年
十
一
月
十
五
日　
　
　

　
　
　
　

阿
彌
陀
寺　
　
　
　
（
磯
子
区
）　

　
　
　
　

東
光
寺　
　
　

 　

   （
南
区
）

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日　

　
　
　
　

八
杉
神
社　
　
　
　
（
港
北
区
）

地
域
文
化
財

考

古

記

念

物

無
形
・
民
俗

建

造

物

美
術

工
芸 横

浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
第

１８
期

調
査
員
等
名
簿

彫
刻

石
造

文
書

典
籍

工
芸

絵
画

平
野　

卓
治

御
堂
島　

正

手
塚　

直
樹

藤
原　

一
繪

服
部　
　

勉

安
室　
　

知 

高
橋　

典
子

大
谷
津
早
苗

吉
田　

鋼
市

水
沼　

淑
子

大
野　
　

敏

山
本　
　

勉 

星
野　

玲
子

久
留
島
典
子

西
岡　

芳
文
（
世
界
遺
産
兼
務
）

加
島　
　

勝

相
澤　

正
彦 

（
拡
大
考
古
兼
務
）

（
拡
大
考
古
兼
務
）

（
地
域
文
化
財
・
拡
大
考
古
兼
務
）

（
世
界
遺
産
兼
務
）

（
地
域
文
化
財
兼
務
）

（
拡
大
考
古
兼
務
）

（
地
域
文
化
財
・
世
界
遺
産
兼
務
）

　

萩
原　

哉

　

玉
川
大
学
准
教
授

梅
沢　

恵　
　

　

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

　

主
任
学
芸
員

主
任
調
査
員

横
浜
市
文
化
財
調
査
員

上
山　

和
雄

神
谷　

大
介

　

横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員

𠮷
井　

大
門

　

横
浜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

花
澤
明
優
美　

　

横
浜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

村
上　

幸
奈

中
川　

満
帆 調

査
員

 

萩原　哉　　
玉川大学准教授

梅沢　恵　　
神奈川県立金沢

文庫
主任学芸員

萩原　哉　　
玉川大学准教授

梅沢　恵　　
神奈川県立金沢

文庫
主任学芸員
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調
査
目
録

　

令
和
三
年
度
・
四
年
度
に
行
っ
た
、
美
術
工
芸
に
関
す
る
市
内
の
寺
社
調
査
の
調
査
作
品
の

目
録
で
あ
る
。

　

寺
社
ご
と
に
ま
と
め
る
が
、
各
寺
社
の
冒
頭
に
、
十
九
世
紀
前
半
に
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
地
誌

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
関
係
箇
所
を
抄
出
し
て
参
考
に
供
す
る
。

　
（
１
）
東
光
寺　

高
野
山
真
言
宗　
　

南
区
三
春
台
一
一
〇

　
　
　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
七
十
七

　
　
　

東
光
寺　

除
地
、
五
畝
二
十
歩
、
東
の
方
に
あ
り
、
薬
王
山
法
蔵
院
と
号
す
、
開
山
開
基
詳

　
　
　

な
ら
ず
、
中
興
開
山
快
伝
は
、
貞
享
三
年
四
月
二
十
九
日
化
す
、
本
堂
五
間
に
六
間
、
本
尊

　
　
　

薬
師
を
置
、

　
〔
彫
刻
〕

①
薬
師
如
来
坐
像　
　

一
軀

　

像
高
二
五
・
〇
㎝

　

木
造　

漆
箔　

玉
眼

　

桃
山
～
江
戸
時
代　

十
六
～
十
七
世
紀

②
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像　
　

一
軀

　

像
高
三
三
・
一
㎝

　

木
造　

古
色
塗
り

　

体
幹
部
平
安
時
代　

十
二
世
紀
（
頭
部
、
両
腕
等

　

後
補
）

　

台
座
裏
墨
書
「
宇
志
路
」（「
後
ろ
」
の
意
）

③
不
動
明
王
及
び
二
童
子
立
像　
　

三
軀

　

像
高　

不
動
明
王
一
九
・
四
㎝　

矜
羯
羅
童
子

　

九
・
七
㎝　

制
吒
迦
童
子
九
・
五
㎝

　

各
木
造　

古
色
塗
り　

二
童
子
着
衣
金
泥
文
様

　

江
戸
時
代　

十
七
世
紀

④
厨
子
入
薬
師
三
尊
及
び
十
二
神
将
立
像　

十
五
軀

　

像
高　

薬
師
如
来
五
・
四
㎝　

左
脇
侍
四
・
〇
㎝　

　

右
脇
侍
四
・
〇
㎝　

十
二
神
将
六
・
七
～
七
・
一
㎝

　

薬
師
三
尊　

各
木
造　

金
泥
塗
り

　

十
二
神
将　

各
木
造　

古
色
塗
り
・
金
泥
文
様

　

江
戸
時
代　

十
七
世
紀

　

厨
子
底
面
墨
書
「
百
十
五
代
院
主
小
池
院
寛
故

　

求
之
」
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⑤
弘
法
大
師
坐
像　
　
　

一
軀

　

像
高
二
八
・
七
㎝

　

木
造　

彩
色　

玉
眼

　

江
戸
時
代　

十
八
～
十
九
世
紀

⑥
歓
喜
天
像　
　
　

一
対

　

像
高
九
・
八
㎝

　

銅
造

　

江
戸
時
代
か

⑦
歓
喜
天
像　
　
　

一
対

　

像
高
四
・
八
㎝

　

銅
造

　

江
戸
時
代
か

（
２
）
八
杉
神
社　
　

港
北
区
大
豆
戸
町
二
三
九

　
　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
六
十
七

　
　

八
王
子
社　

村
の
東
南
用
水
掘
の
辺
に
あ
り
、
社
地
す
ね
て
古
松
茂
り
て
古
き
宮
地
と
見
ゆ
、

　
　
　

社
前
に
拝
殿
あ
り
、
村
内
此
辺
の
鎮
守
に
し
て
百
姓
の
持
、
例
祭
は
六
月
二
十
一
日
な
り
、

　
　
　

羽
黒
社　

同
じ
辺
の
丘
上
に
あ
り
小
祠
、
こ
ゝ
も
、
古
木
茂
り
た
る
社
地
な
り
、
前
に
木
鳥

　
　
　
　

居
一
基
を
立
百
姓
持
、

　
　
　

杉
山
社　

西
南
の
方
丘
の
上
に
あ
り
、
此
辺
の
鎮
守
な
り
、
例
祭
は
毎
年
九
月
二
十
日
篠
原

　
　
　
　

村
観
音
寺
持
、

　
　

※
境
内
の
高
札
「
由
緒
沿
革
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
二
年
、
八
王
子
社
に
杉
山
社
を
合
併
し

　
　
　

八
杉
神
社
を
創
立
し
た
と
い
う
。

︹
彫
刻
︺

①
女
神
形
立
像　
　

一
軀

　

像
高
五
五
・
二
㎝

　

木
造　

漆
箔　

玉
眼

　

室
町
時
代　

十
五
～
十
六
世
紀

　

台
座
裏
墨
書
「
天
保
十
四
年
卯
十
二
月
／
吉

　

日
」・
金
泥
書
「
昭
和
廿
三
年
／
九
月
吉
祥
日　

　

台
東
区
浅
草
清
島
町
／
前
田
み
す
平
店
／
修

　

繕
謹
製
」

②
男
神
坐
像　
　

一
軀

　

像
高
一
六
・
二
㎝

　

木
造　

彩
色　

玉
眼

　

江
戸
時
代　

十
八
～
十
九
世
紀
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〔
工
芸
〕

①
八
王
子
大
権
現
神
額　
　

一
面

　

縦
五
二
・
八
㎝　

幅
三
六
・
五
㎝

　

ケ
ヤ
キ

　

江
戸
時
代　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

②
椙
山
神
社
神
額　
　

一
面

　

縦
六
三
・
四
㎝　

幅
三
四
・
五
㎝

　

ケ
ヤ
キ

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月

③
棟
札　
　

一
枚

　

縦
九
九
・
九
㎝　

上
端
幅
二
六
・
八
㎝　

下
端

　

幅
二
四
・
〇
㎝

　

ス
ギ

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
十
八
日

　

奉
斎
国
狭
槌
命
瑞
御
殿
建
造
棟
札

④
棟
札　
　

一
枚

　

縦
九
五
・
一
㎝　

上
端
幅
二
八
・
四
㎝　

下
端

　

幅
二
三
・
九
㎝

　

ヒ
ノ
キ

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月

　

八
王
子
神
社
関
東
大
震
災
全
倒
壊
改
築
社
殿

　

棟
上
祭
・
奉
鎮
祭
棟
札

⑤
寄
付
者
芳
名
板　
　

一
枚

　

縦
八
八
・
三
㎝　

幅
二
九
・
五
㎝

　

ス
ギ

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
十
八
日

　

八
王
子
神
社
関
東
大
震
災
神
殿
全
倒
壊
県
補

　

助
金
・
寄
付
金

⑥
八
王
子
神
社
壁
画
板　
　

一
面

　

縦
七
九
・
五
㎝　

幅
三
〇
・
七
㎝

　

ス
ギ

⑦
彫
り
物　
　

四
個

〈
天
照
大
御
神
〉

　

高
九
・
五
㎝　

全
幅
五
八
・
二
㎝

　

木
製

　

明
治
～
大
正
時
代

　

背
面
墨
書
「
寒
川
内
匠
藤
原
久
慶
作
」
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〈
素
戔
嗚
尊
〉

　

高
九
・
八
㎝　

全
幅
三
〇
・
六
㎝

　

木
製

　

明
治
～
大
正
時
代

　

背
面
墨
書
「
左
／
相
州
鎌
倉
小
町
」

高
九
・
〇
㎝　

全
幅
二
一
・
三
㎝

木
製

高
五
・
二
㎝　

全
幅
九
・
八
㎝

木
製

（
花
澤
明
優
美
）
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本
調
査
報
告 

彫
刻 

 

令
和
⼆
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
⼾
塚
区
燈
明
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
︑
⾦
沢
区
薬
王
寺
地
蔵
菩

薩
像
︑同
三
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
磯
⼦
区
阿
弥
陀
寺
聖
観
⾳
菩
薩
像
に
つ
い
て
報
告
す
る
︒

い
ず
れ
も
再
調
査
で
あ
る
︒ 

 

⽊
造 

阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像 

燈
明
寺 

臨
済
宗
円
覚
寺
派 

⼾
塚
区
⼩
雀
町
⼀
⼀
六
〇 

 

本
三
尊
像
に
つ
い
て
は
︑昭
和
六
⼗
年
度
に
横
浜
市
⽂
化
財
総
合
調
査
の
対
象
と
な
り
︑﹃
横

浜
の
⽂
化
財
﹄
七
︵
⼀
九
⼋
⼋
年
三
⽉
︶
に
概
要
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
︑
令
和
⼆
年
度
末
の

﹁
特
別
展 

横
浜
の
仏
像―

し
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け―
﹂
開
催
に
と
も
な
う
︑
市
内
重
要
作
品
調

査
の
⼀
環
と
し
て
再
調
査
を
⾏
�
た
︵
特
別
展
に
は
出
品
さ
れ
て
い
な
い
︶︒ 

 

中
尊
阿
弥
陀
如
来
は
螺
髪
粒
状
︵
切
⼦
形
︒
後
頭
部
の
配
列
は
縦
︶︒
⾁
髻
珠
・
⽩
毫
相
を
あ

ら
わ
す
︒
⽿
垂
部
環
状
︒
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
︒
衲
⾐
は
左
肩
を
お
お
い
︑
右
肩
に
少
し
懸
か

�
て
正
⾯
に
ま
わ
り
︑
上
縁
を
折
り
返
し
て
︑
端
を
再
び
左
肩
に
懸
け
る
︒
両
⼿
屈
臂
︒
腹
部

正
⾯
の
脚
部
上
に
掌
を
仰
い
で
組
み
︑
第
⼆
指
を
背
中
合
わ
せ
に
⽴
て
︑
第
⼀
指
を
そ
の
上
に

捻
じ
る
︒
右
⾜
を
外
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
︒ 

 

ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
材
の
寄
⽊
造
り
で
︑
⽟
眼
を
嵌
⼊
す
る
︒
頭
体
幹
部
は
左
⽿
中

央
と
右
⽿
前
を
通
る
線
で
前
後
⼆
材
を
矧
ぐ
︒
内
刳
り
の
う
え
割
⾸
す
る
︒
左
肩
以
下
の
体
側

部
に
別
材
を
矧
ぎ
︑
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
︒
矧
ぎ
⽬
に
マ
チ
材
を
挟
む
︒
左
体
側
部
外
側
下
端

に
⼀
材
を
矧
ぐ
︒体
部
背
⾯
に
別
材
を
矧
ぎ
︑内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
︒右
腰
脇
に
別
材
を
矧
ぎ
︑

内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
︒
両
脚
部
に
上
下
⼆
材
を
矧
ぎ
︑
下
⽅
材
に
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
︒
像
内

は
素
地
で
︑
平
滑
に
浚
う
︒
裳
先
別
材
矧
ぎ
付
け
︒
左
袖
⼝
は
脚
部
上
に
矧
ぎ
付
け
︑
⼿
⾸
先

は
挿
し
込
み
矧
ぎ
と
す
る
︒
右
腕
は
肩
・
肘
で
矧
ぐ
と
思
わ
れ
る
︒ 

 

⾁
髻
珠
・
⽩
毫
︵
各
⽔
晶
製
︒
⽩
毫
は
⽩
の
伏
せ
彩
⾊
︶︑
左
肩
と
体
幹
部
と
の
間
の
マ
チ
材

肩
上
⾯
内
側
︑体
部
背
⾯
材
右
端
⼆
材
︑左
端
⼀
材
︑右
腰
脇
下
端
板
材
︑裳
先
︑右
⽿
垂
部
︑

以
上
後
補
︒
左
⼿
⾸
先
︑
右
肘
先
︑
⽟
眼
も
後
補
と
思
わ
れ
る
︒
螺
髪
群
⻘
彩
︑
⾁
⾝
部
⾦
泥

塗
り
︑着
⾐
部
漆
箔
︑額
後
れ
⽑
・
眉
・
髭
鬚
墨
描
︑唇
朱
彩
︑以
上
後
補
︒台
座
は
⽊
製
︑漆

箔
お
よ
び
⿊
漆
塗
り
で
近
世
の
後
補
︒
光
背
は
平
成
⼗
六
年
の
新
補
で
あ
る
︒ 

両
脇
侍
は
通
例
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
脇
侍
と
は
異
な
る
印
相
で
あ
る
が
︑
後
世
の
修
理
の
際

に
⼆
像
間
で
⽚
腕
ず
つ
が
⼊
れ
替
わ
�
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
⾼
い
︒
左
脇
侍
は
⾼
髻
を
結

う
︒
髻
頂
正
⾯
の
飾
り
は
菊
座
の
下
に
紐
・
連
珠
・
紐
︒
頭
髪
は
束
ね
⽬
⼊
り
⽑
筋
彫
り
︒
地

髪
正
⾯
釘
︵
標
幟
⽤
︶︒
天
冠
台
は
幅
広
紐
⼀
条
の
上
に
列
弁
︒
⼋
⾓
に
下
向
き
に
尖
る
︒
鬢
髪

⼀
束
⽿
を
わ
た
る
︒
⽩
毫
相
を
あ
ら
わ
す
︒
⽿
垂
部
環
状
︒
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
︒
条
帛
・
天

⾐
・
裙
・
腰
布
・
腰
帯
を
着
け
る
︒
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
あ
ら
わ
す
︒
天
⾐
は

両
肩
を
お
お
い
︑
正
⾯
で
左
右
上
膊
内
側
を
通
�
て
垂
下
す
る
︒
裙
は
脚
部
正
⾯
で
右
前
に
打

ち
合
わ
せ
︑
折
り
返
し
を
あ
ら
わ
す
︒
腰
布
は
正
⾯
で
打
ち
合
わ
せ
る
︒
腰
帯
は
臀
部
か
ら
巻

き
︑
正
⾯
の
裙
折
り
返
し
の
下
で
結
ぶ
︒
両
⼿
屈
臂
︒
左
右
と
も
肩
の
⾼
さ
に
挙
げ
︑
掌
を
斜

め
上
⽅
に
向
け
︑
い
ず
れ
も
第
三
・
四
指
を
深
く
曲
げ
︑
他
指
を
伸
ば
す
︒
左
脚
に
重
⼼
を
か

け
︑
右
膝
を
か
る
く
曲
げ
︑
右
⾜
を
や
や
前
に
出
し
︑
両
⾜
先
を
開
い
て
⽴
つ
︒
右
脇
侍
は
⼤

略
左
脇
侍
に
準
ず
る
︒
以
下
相
違
点
を
挙
げ
る
︒
髻
頂
正
⾯
の
飾
り
は
菊
座
の
下
に
紐
⼆
条
・

連
珠
・
紐
⼆
条
︒
地
髪
正
⾯
⼩
孔
︒
裙
の
折
り
返
し
は
左
右
に
分
か
れ
て
垂
れ
︑
腹
前
に
腰
紐

を
⾒
せ
る
︒
腰
帯
は
下
腹
部
正
⾯
で
右
前
に
重
ね
︑
そ
の
下
に
結
び
⽬
を
あ
ら
わ
す
︒
両
⼿
は

肘
を
少
し
曲
げ
て
や
や
前
⽅
に
出
し
て
下
げ
︑
掌
を
前
に
向
け
て
第
三
・
四
指
を
深
く
曲
げ
︑

他
指
を
伸
ば
す
︒
左
⾜
を
や
や
前
に
出
す
︒
前
記
の
想
像
が
正
し
く
︑
⽚
腕
ず
つ
を
⼊
れ
替
え

る
と
す
れ
ば
︑
両
像
と
も
⽚
⼿
を
挙
げ
︑
逆
の
⼿
を
下
げ
て
蓮
茎
を
と
る
︑︑
左
右
対
称
の
伝
統

的
な
両
脇
侍
の
姿
だ
�
た
の
だ
ろ
う
︒ 

い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
材
の
割
矧
ぎ
造
り
で
︑
⽟
眼
を
嵌
⼊
す
る
︒
頭
体
幹
部
⼀
材
製
︒
両
⽿
中

央
を
通
る
線
で
前
後
に
割
矧
ぐ
︒
内
刳
り
の
う
え
割
⾸
す
る
︒
髻
別
材
製
︒
両
腕
は
各
肩
・
肘

で
矧
ぐ
︒
肩
の
矧
ぎ
⽬
は
腕
側
上
端
に
板
を
貼
�
て
蟻
枘
と
す
る
︒
両
腰
以
下
の
外
側
部
各
別

材
製
︒
両
⾜
先
︒
天
⾐
垂
下
部
︒
正
⾯
条
帛
末
端
︑
各
矧
ぎ
付
け
︒ 

左
脇
侍
は
⽩
毫
︵
⽔
晶
︒
⽩
の
伏
せ
彩
⾊
︶︑
宝
冠
・
冠
繒
・
宝
笄
・
腕
釧
・
臂
釧
︵
各
銅
製

鍍
⾦
︶︑
天
⾐
垂
下
部
︑
条
帛
末
端
︑
各
後
補
︒
条
帛
背
⾯
末
端
は
亡
失
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
頭

髪
群
⻘
︑髻
頂
飾
り
︑天
冠
台
漆
箔
︑⾁
⾝
⾦
泥
塗
り
︑着
⾐
部
漆
箔
︑以
上
後
補
︒右
脇
侍
は

⼤
略
左
脇
侍
に
準
ず
る
︒
加
え
て
左
⼿
第
⼀
指
後
補
︒
両
像
と
も
台
座
は
⽊
製
︑
漆
箔
お
よ
び

⿊
漆
塗
り
で
近
世
の
後
補
だ
が
︑
⼼
棒
と
⼼
棒
受
け
は
近
年
の
新
補
で
あ
る
︒
光
背
は
昭
和
六

⼗
三
年
の
新
補
で
あ
る
︒ 

﹃
新
編
相
模
国
⾵
⼟
記
稿
﹄
に
よ
る
と
︑
燈
明
寺
開
⼭
は
応
永
⼗
⼆
年
︵
⼀
四
〇
四
︶
寂
の
省

鏡
と
い
う
︒
本
三
尊
像
は
同
寺
条
に
﹁
本
尊
三
尊
弥
陀 

⻑
⼆
尺
五
⼨
運
慶
作
﹂
と
記
さ
れ
る

ら  

ほ
つ

け
っ 

か   

ふ    

ざよ
せ  

ぎ  

づ
く

ぎ
ょ
く
が
ん

か
ん
に
ゅ
う

わ
り
く
び

う
ち 

ぐ

し  

し
ゅ

は

に
っ
け
い
し
ゅ

く
っ  

ぴ

び
ゃ
く
ご
う
そ
う

き
ょ
う
じ

こ
う
け
い

び
ん
ほ
つ

て
ん

ひ
ょ
う
じ

ね　
　

  

く
ん

わ
り  

は 

も
と
ど
り 

か
ん
そ
う　

   

ほ
う
が
い　

  

わ
ん
ぜ
ん　
　

ひ  

ぜ
ん

の
う  

え
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像
に
当
た
る
︒中
尊
は
︑量
感
の
あ
る
体
軀
や
ま
な
じ
り
を
や
や
吊
り
上
げ
た
厳
し
い
表
情
に
︑

鎌
倉
時
代
の
作
⾵
が
う
か
が
え
る
が
︑
彫
り
が
浅
く
数
多
く
刻
ま
れ
た
⾐
⽂
線
な
ど
︑
平
安
時

代
後
期
⾵
の
表
現
も
残
し
て
お
り
︑
保
守
的
な
仏
師
が
新
時
代
の
⾵
に
合
わ
せ
た
造
像
の
趣
が

あ
る
︒
製
作
年
代
は
鎌
倉
時
代
前
期
︑
⼗
⼆
世
紀
末
な
い
し
⼗
三
世
紀
初
頭
と
み
ら
れ
る
︒
過

渡
期
の
横
浜
市
域
の
造
像
の
状
況
を
し
め
す
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
︒ 

両
脇
侍
像
は
中
尊
よ
り
下
る
時
期
の
製
作
か
︒
⼆
像
間
で
︑
着
⾐
の
制
に
わ
ず
か
に
変
化
を

つ
け
︑
右
脇
侍
の
み
正
⾯
で
裙
の
折
り
返
し
の
合
わ
せ
を
左
右
に
分
け
て
︑
腰
帯
の
結
び
⽬
を

⾒
せ
て
い
る
︒
同
様
の
例
と
し
て
寛
喜
元
年
︵
⼀
⼆
⼆
九
︶
の
熊
本
県
・
明
導
寺
阿
弥
陀
三
尊

像
︑
延
応
元
年
︵
⼀
⼆
三
九
︶
の
神
奈
川
県
⼩
⽥
原
市
・
蓮
台
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
︑
康
元
元
年

︵
⼀
⼆
五
六
︶の
滋
賀
県
・
常
善
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
な
ど
の
両
脇
侍
が
挙
げ
ら
れ
る
︒燈
明
寺
の

⼆
像
の
製
作
年
代
も
鎌
倉
時
代
︑
⼗
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
と
み
ら
れ
る
︒ 

な
お
︑
両
脇
侍
像
は
昭
和
六
⼗
⼀
年
︵
⼀
九
⼋
六
︶
に
東
京
国
⽴
⽂
化
財
研
究
所
に
よ
る
Ｘ

線
撮
影
が
⾏
わ
れ
︑
像
内
に
そ
れ
ぞ
れ
各
⼆
枚
の
⽊
札
︵
平
頭
形
︑
尖
頭
形
各
⼀
︶
が
納
⼊
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る︵﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄七
既
報
︶︒  

 

︵
花
澤
明
優
美
︶ 

 

法
量
︵
単
位㎝
︶ 

︹
阿
弥
陀
如
来
︺
像
⾼
⼋
五
・
〇
︵
⼆
尺
⼋
⼨
︶ 

髪
際
⾼
七
三
・
六
︵
⼆
尺
四
⼨
三
分
︶ 

頭
頂

―

顎
⼆
⼋
・
⼋ 

⾯
⻑
⼀
九
・
三 

⾯
幅
⼀
六
・
三 

⽿
張
⼆
⼀
・
五 
⾯
奥
⼆
⼆
・
五 

胸
奥

⼆
五
・
五 

腹
奥
⼆
⼋
・
〇 

肘
張
五
三
・
⼋ 

膝
張
七
⼀
・
〇 

膝
奥
四
⼋
・
五 
坐
奥
五
七
・

〇 

膝
⾼
︵
左
︶
⼀
⼆
・
九 

膝
⾼
︵
右
︶
⼀
三
・
三 

︹
左
脇
侍
︺
像
⾼
⼋
六
・
六
︵
⼆
尺
⼋
⼨
六
分
︶ 

髪
際
⾼
七
⼀
・
四
︵
⼆
尺
三
⼨
六
分
︶ 
髻
頂

―

顎
⼆
四
・
⼆ 

⾯
⻑
九
・
七 

⾯
幅
⼋
・
三 

⽿
張
⼀
⼀
・
三 

⾯
奥
⼀
⼀
・
六 

胸
奥
⼀
四
・

五 

腹
奥
⼀
四
・
五 

肘
張
⼆
⼆
・
五 

裙
裾
張
⼆
〇
・
〇 

⾜
先
開
︵
外
︶
⼀
三
・
⼆ 

⾜
先

開
︵
内
︶
五
・
⼋ 

︹
右
脇
侍
︺
像
⾼
⼋
六
・
五
︵
⼆
尺
⼋
⼨
五
分
︶ 

髪
際
⾼
七
⼀
・
九 (

⼆
尺
三
⼨
七
分
︶ 

髻
頂

―

顎
⼆
三
・
七 

⾯
⻑
九
・
四 

⾯
幅
⼋
・
三 

⽿
張
⼀
⼀
・
〇 

⾯
奥
⼀
⼀
・
⼋ 

胸
奥
⼀
五
・

〇 

腹
奥
⼀
五
・
〇 

肘
張
⼆
三
・
六 

裙
裾
張
⼀
九
・
⼆ 

⾜
先
開
︵
外
︶
⼀
四
・
⼆ 

⾜
先

開
︵
内
︶
六
・
七 
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阿弥陀如来

阿弥陀如来　像底
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右脇侍

右脇侍腹部 両脇侍

左脇侍
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木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像薬

王
寺
真
言
宗
御
室
派
金
沢
区
寺
前
二
丁
目
二
三―

五
二

こ
の
地
蔵
菩
薩
像
は
︑
平
成
五
年
度
に
横
浜
市
文
化
財
総
合
調
査
の
対
象
と
な
り
︑﹃
横
浜
の

文
化
財
﹄
一
二
︵
一
九
九
四
年
三
月
︶
に
﹁
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
︵
三
宝
寺
本
尊
︶﹂
と
し
て
概

要
が
報
告
さ
れ
︑次
い
で
平
成
二
十
三
年
度
に
本
調
査
を
実
施
し
︑﹃
横
浜
の
文
化
財
﹄二
三︵
二

〇
一
三
年
三
月
︶
に
﹁
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
︵
三
宝
寺
︶﹂
と
し
て
報
告
さ
れ
た
︵
執
筆
小
久
保

芙
美
︶︒
さ
ら
に
︑
令
和
二
年
度
末
の
﹁
特
別
展
横
浜
の
仏
像―

し
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け―

﹂

開
催
に
と
も
な
う
︑
市
内
重
要
作
品
調
査
の
一
環
と
し
て
再
調
査
を
行
い
︑
像
は
特
別
展
に
出

品
さ
れ
︑
調
査
成
果
は
同
展
図
録
﹃
横
浜
の
仏
像―

し
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け―

﹄
に
﹁
地
蔵
菩

薩
坐
像
︵
三
宝
寺
︹
薬
王
寺
安
置
︺︶﹂
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
︵
執
筆
花
澤
明
優
美
︶︒
所
蔵

者
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
三
宝
寺
の
名
が
出
て
い
る
の
は
︑
ほ
ん
ら
い
薬
王
寺
に
伝
来
し
た
本

像
が
︑
昭
和
五
十
三
年
︵
一
九
七
八
︶
に
薬
王
寺
別
院
と
し
て
飛
地
境
内
︵
金
沢
区
金
沢
町
九

八―

六
︶
に
建
立
さ
れ
た
三
宝
寺
に
本
尊
と
し
て
一
時
移
さ
れ
た
が
︑
そ
の
後
薬
王
寺
に
戻

た
も
の
の
︑
三
宝
寺
本
尊
と
し
て
の
登
録
が
残
て
い
た
た
め
で
あ
る
︒
現
在
は
︑
所
有
・
所

在
と
も
に
薬
王
寺
で
あ
る
︒

本
像
は
針
葉
樹
材
寄
木
造
り
︑
彩
色
︑
玉
眼
嵌
入
の
像
で
︑
蓮
華
座
の
一
部
も
当
初
の
も
の

を
残
し
て
い
る
︵
形
状
・
品
質
構
造
等
の
詳
細
は
﹃
横
浜
の
文
化
財
﹄
二
三
所
収
解
説
参
照
︶︒

す
で
に
﹃
横
浜
の
文
化
財
﹄
二
三
や
﹃
横
浜
の
仏
像―

し
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け
た
ち―

﹄
所
収

の
解
説
で
の
べ
ら
れ
た
と
お
り
︑
南
北
朝
時
代
の
比
較
的
早
い
時
代
︑
十
四
世
紀
な
か
ば
前
後

に
さ
か
の
ぼ
る
︑
法
衣
垂
下
像
の
優
作
と
評
価
し
て
よ
い
︒
そ
の
価
値
に
か
ん
が
み
︑
さ
ら
に

特
別
展
出
品
時
︑
令
和
四
年
度
の
追
加
調
査
も
経
て
︑
二
〇
二
二
年
十
二
月
に
横
浜
市
指
定
文

化
財
と
な
た
︒

ま
た
︑
薬
王
寺
に
は
︑
地
蔵
菩
薩
像
に
納
入
さ
れ
て
い
た
文
書
お
よ
び
木
札
二
枚
が
あ
り
︑

そ
れ
ら
は
﹃
横
浜
の
文
化
財
﹄
一
二
で
は
︑
別
の
地
蔵
菩
薩
像
の
納
入
品
と
し
て
報
告
さ
れ
た

が
︑
か
つ
て
﹃
横
浜
市
文
化
財
調
査
報
告
書
﹄
第
九
輯
︵
一
九
七
六
年
︶
に
報
告
さ
れ
た
よ
う

に
︑
本
像
の
納
入
品
と
み
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
︒
令
和
四
年
度
の
調
査
で
︑
こ
れ
ら
の

所
在
・
現
状
が
確
認
さ
れ
た
︒

文
書
︵
紙
本
墨
書
︒
縦
二
八
・
八
㎝
︑
横
四
一
・
五
㎝
︶
に
は
︑﹁
金
沢
寺
前
村
／
地
蔵
尊
ハ

于
時
／
元
禄
九
年

／
陽
春
新
ニ
建
立
也
／
大
仏
師
／
鎌
倉
扇
谷
／
三
橋
太
兵
衛
尉
／
願
主

寺
前
村
／
粟
飯
原
／
三
良
兵
衛
重
村
︵
花
押
︶
／
郷
内
与
力
／
為
成
就
﹂
の
文
字
が
確
認
で
き

る
︒﹁
新
ニ
建
立
﹂
と
あ
る
が
︑
元
禄
九
年
︵
一
六
九
六
︶
の
鎌
倉
扇
ガ
谷
の
仏
師
三
橋
太
兵
衛

尉
の
修
理
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
と
き
本
像
な
い
し
地
蔵
堂
が
﹁
寺
前
村
地
蔵

尊
﹂と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
︒寺
前
村
の
地
蔵
堂
は
︑近
世
の﹁
称
名
寺
門
前
絵
図
﹂

︵
称
名
寺
蔵
︶
に
記
載
が
あ
る
︒

木
札
二
枚
に
は
︑
そ
の
一
︵
縦
一
七
・
一
㎝
︶
の
表
に
﹁
文
政
十
二

歳
十
月
日
／
︵
地
蔵

菩
薩
種
子
カ
︶奉
彩
色
延
命
地
蔵
菩
薩
／
武
州
金
沢
谷
津
邑
地
蔵
堂
﹂︵
左
右
の
二
行
は
後
筆
︶︑

裏
に
﹁
旹
宝
暦
八
戊
寅
年
八
月
廿
四
日
秀
継
法
印
／
堂
主
了
心
代
彩
色
／
願
主
村
中
安
穏
／
三

療
山
薬
王
寺
抱
／
現
住
法
印
了
我
﹂︑
そ
の
二
︵
縦
一
二
・
三
㎝
︶
の
表
に
﹁
奉
再
興
／
鎌
倉
扇

谷
／
仏
師
加
納
伊
織
﹂︑
裏
に
﹁
文
政
十
二
丑
十
月
﹂
の
墨
書
が
確
認
で
き
︑
宝
暦
八
年
︵
一

七
五
八
︶︑
文
政
十
二
年
︵
一
八
二
九
︶
の
二
度
︑
本
像
の
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

︵
そ
の
一
表
の
左
右
の
二
行
は
宝
暦
修
理
木
札
に
文
政
修
理
時
に
筆
を
く
わ
え
た
も
の
︶︒宝
暦

修
理
時
に
は
本
像
は
薬
王
寺
抱
え
の
地
蔵
堂
に
あ
り
︑
文
政
修
理
時
に
は
﹁
武
州
金
沢
谷
津
邑

地
蔵
堂
﹂
に
あ

た
こ
と
に
な
る
が
︑
前
項
の
寺
前
村
地
蔵
堂
と
同
一
の
も
の
と
理
解
し
て
よ

い
だ
ろ
う
︒
文
政
修
理
は
鎌
倉
扇
ガ
谷
の
仏
師
加
納
伊
織
に
よ
る
も
の
で
あ
た
︒

後
補
の
光
背
柄
部
の
墨
書
は
︑正
面
分
が﹁
本
尊
地
蔵
大
菩
薩
尊
体
沐
浴
及
後
光
台
座
令
□
﹂︑

背
面
分
が
﹁
文
久
二
年
壬
戌
七
月
四
日
再
営
／
高
野
山
西
院
金
沢
寺
前
村
／
法
泉
院
薬
王

寺
宝
光
院
各
□
﹂︒
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
の
修
理
銘
で
あ
る
が
︑﹁
尊
体
沐
浴
﹂
は
本
体

の
彩
色
を
洗
い
落
と
し
た
と
の
意
か
︒
こ
こ
に
み
え
る
寺
院
名
の
う
ち
︑
法
泉
院
は
鎌
倉
比
企

谷
妙
本
寺
末
の
法
泉
寺
︑
宝
光
院
は
龍
華
寺
末
の
寺
で
︑
い
ず
れ
も
明
治
三
年
︵
一
八
七
〇
︶

八
月
に
寺
前
村
に
通
達
さ
れ
た
無
住
寺
院
廃
寺
の
報
告
に
名
が
あ
が
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
の

報
告
に
は
﹁
薬
王
寺
支
配
地
蔵
堂
﹂
の
名
も
あ
が
て
い
る
︵
龍
華
寺
蔵
﹁
九
ケ
寺
廃
寺
に
つ

き
布
達
案
﹂︶︒
地
蔵
菩
薩
像
は
こ
の
あ
と
薬
王
寺
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

︵
山
本
勉
︶

法
量
︵
単
位
㎝
︶

像
高
四
〇
・
二
︵
一
尺
三
寸
三
分
︶
髪
際
高
三
六
・
七
︵
一
尺
二
寸
一
分
︶
頂―

顎
一
三
・

八
面
長
一
〇
・
〇
面
幅
八
・
九
耳
張
一
〇
・
七
面
奥
一
一
・
六
胸
奥
一
四
・
一
腹

奥
一
六
・
一
肘
張
二
六
・
一
袖
裾
張
四
三
・
二
坐
奥
三
七
・
七
膝
張
三
二
・
七
膝
高

︵
左
︶
六
・
六
︵
右
︶
六
・
九
裳
裾
垂
下
部
高
二
一
・
五
台
座
髙
二
三
・
七

　丙
子

　己丑

よ
せ  

ぎ  

づ
く

ほ
う 

え  

す
い  

か

さ
い
し
き

ぎ
ょ
ぐ
が
ん
か
ん
に
ゅ
う
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像内納入文書

光背柄部墨書 像内納入木札 その二 像内納入木札 その一



－ 14 － 

⽊
造 

聖
観
⾳
菩
薩
⽴
像 

阿
彌
陀
寺 

浄
⼟
宗 

磯
⼦
区
峰
町
五
六
〇  

 

こ
の
像
は
阿
彌
陀
寺
境
内
観
⾳
堂
の
本
尊
で
あ
る
︒
平
成
三
年
度
に
横
浜
市
⽂
化
財
総
合
調

査
の
対
象
と
な
り
︑﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄⼀
⼀︵
⼀
九
九
三
年
三
⽉
︶に
そ
の
概
要
が
報
告
さ
れ
︑

平
安
時
代
後
期
の
製
作
で
︑
市
内
に
残
る
古
作
と
し
て
重
要
で
あ
る
む
ね
の
評
価
が
⽰
さ
れ
て

い
た
︒
令
和
三
年
度
に
再
調
査
を
お
こ
な
い
︑
前
回
調
査
の
所
⾒
を
確
認
し
た
の
で
︑
あ
ら
た

め
て
詳
細
を
記
述
す
る
︒ 

 

髻
を
結
い
︑
鬢
髪
⼀
束
が
⽿
を
わ
た
る
︒
頭
髪
の
当
初
部
は
平
彫
り
︒
⽿
垂
部
不
貫
︒
三
道

相
の
有
無
は
判
然
と
し
な
い
︒
両
肩
に
天
⾐
を
懸
け
︑
そ
れ
は
脚
部
正
⾯
を
上
下
⼆
段
に
わ
た

る
︒
条
帛
の
有
無
は
判
然
と
し
な
い
︒
折
り
返
し
付
き
の
裙
を
着
け
る
︒
両
⼿
屈
臂
︒
左
は
腰

辺
で
蓮
華
を
と
り
︑
右
⼿
は
胸
辺
で
そ
れ
に
添
え
︑
直
⽴
す
る
︒
両
⼿
の
形
は
﹃
聖
観
⾃
在
菩

薩
⼼
真
⾔
観
⾏
儀
軌
﹄
諸
説
︑
胎
蔵
界
曼
荼
羅
蓮
華
部
の
聖
観
⾳
菩
薩
像
の
印
相
で
あ
る
︒ 

 

カ
ヤ
か
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
の
⼀
⽊
造
り
で
表
⾯
は
現
状
素
地
を
呈
す
る
︒
両
腕
の
上
膊
︑

台
座
を
ふ
く
め
頭
体
幹
部
を
⼀
材
か
ら
彫
成
す
る︵
⽊
芯
は
後
⽅
に
わ
ず
か
に
外
す
︶︒内
刳
り

は
ほ
ど
こ
さ
な
い
︒
体
部
背
⾯
は
造
形
を
ほ
ぼ
省
略
し
て
い
る
︒
両
腕
肘
先
︒
左
⾜
半
ば
よ
り

先
︑
右
⾜
先
を
矧
ぐ
︒ 

 

基
部
を
の
ぞ
く
髻
︑
両
⽿
前
縁
よ
り
前
の
⾯
部
︑
⽿
垂
部
を
の
ぞ
く
両
⽿
の
⼤
部
分
︑
左
腕

上
膊
外
側
︑
脚
部
正
⾯
の
裙
折
り
返
し
部
下
端
︑
脚
部
正
⾯
を
わ
た
る
天
⾐
上
・
下
段
の
各
下

端
︑背
⾯
天
⾐
の
両
脇
部
分
︑両
腕
肘
先
︑右
⾜
先
︑天
⾐
遊
離
部
︑左
⼿
持
物
︑胸
飾
り︵
銅

製
鍍
⾦
︶
は
後
補
で
あ
る
︒
左
⾜
半
ば
よ
り
先
は
や
や
古
い
材
で
︑
中
古
の
補
作
と
み
る
べ
き

か
︒
当
初
共
⽊
か
ら
彫
り
出
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
台
座
は
︑
い
ま
両
⾜
裏
に
正
⾯
側
が
幅

広
の
台
形
状
の
断
⾯
を
呈
す
る
枘
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
︒
当
初
部
分
の
表
⾯
は
⽊
屎
漆
で
補

修
さ
れ
た
部
分
が
多
い
︒
光
背
︵
柄
付
き
輪
光
︒
⽊
製
︑
漆
箔
・
漆
塗
り
︶・
台
座
︵
蓮
華
・
岩

座
・
框
か
ら
な
る
︒
⽊
製
︑
彩
⾊
・
漆
箔
・
漆
塗
り
︶
も
後
補
で
あ
る
︒ 

 

以
上
の
よ
う
に
後
補
や
補
修
が
な
さ
れ
た
部
分
が
多
い
が
︑
当
初
の
造
形
を
慎
重
に
観
察
す

る
と
︑
胸
の
薄
い
体
型
︑
な
だ
ら
か
な
両
肩
の
形
︑
腰
部
が
や
や
幅
広
く
⾜
元
で
す
ぼ
ま
る
脚

部
の
形
な
ど
に
平
安
時
代
後
期
の
特
⾊
が
認
め
ら
れ
る
︒
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
さ
ず
︑
台
座
ま
で

を
本
体
と
共
⽊
か
ら
彫
り
出
す
構
造
は
平
安
時
代
前
期
の
古
様
を
残
す
も
の
で
あ
る
が
︑
地
⽅

の
素
朴
な
造
像
に
は
し
ば
し
ば
そ
の
例
が
認
め
ら
れ
︑
本
市
内
に
も
磯
⼦
区
・
薬
王
寺
薬
師
如

来
像︵
市
指
定
⽂
化
財
︒﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄⼆
〇
︶︑港
南
区
・
光
明
寺
観
⾳
菩
薩
像︵
市
指
定

⽂
化
財
︒﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄
⼆
四
︶︑
港
北
区
⻄
⽅
寺
伝
⼤
吉
祥
菩
薩
像
︑
同
寺
伝
聖
徳
太
⼦

像︵
以
上﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄⼆
三
︶︑同
区
・
専
念
寺
聖
観
⾳
菩
薩
像︵﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄⼀

六
︶︑栄
区
・
證
菩
提
寺
薬
師
如
来
像︵
市
指
定
⽂
化
財
︒﹃
横
浜
の
⽂
化
財
﹄⼆
七
︶の
例
が
あ

る︵
證
菩
提
寺
薬
師
如
来
像
は
体
部
背
⾯
に
浅
い
内
刳
り
が
あ
る
︶︒本
像
も
こ
れ
ら
に
類
す
る

と
思
わ
れ
る
が
︑
正
⾯
の
裙
の
折
り
返
し
の
逆
三
⾓
形
を
な
す
形
︑
天
⾐
⼆
段
の
間
隔
な
ど
に

⼗
⼆
世
紀
の
中
央
作
品
に
通
ず
る
特
⾊
が
み
ら
れ
︑
そ
の
頃
の
製
作
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
︒ 

 

本
像
が
伝
来
し
た
阿
彌
陀
寺
は
京
都
知
恩
院
末
の
浄
⼟
宗
寺
院
で
︑
観
⾳
堂
本
尊
は
﹁
春
⽇

ノ
作
﹂
と
い
う
が
︵﹃
新
編
武
蔵
⾵
⼟
記
稿
﹄︶︑
ま
た
鎌
倉
時
代
︑
建
暦
年
中
︵
⼀
⼆
⼀
⼀
�
⼀

⼆
⼀
四
︶
に
京
都
に
伝
え
ら
れ
諸
家
の
⼿
を
渡
�
た
あ
と
︑
知
恩
院
四
⼗
六
世
念
誉
了
鑑
に
享

保
年
中
︵
⼀
七
⼀
六
�
⼀
七
三
六
︶
に
寄
付
さ
れ
︑
了
鑑
が
阿
彌
陀
寺
に
寄
付
し
た
も
の
と
も

い
う︵﹃
阿
彌
陀
寺
聖
観
⾳
菩
薩
略
縁
起
﹄︶︒伝
承
は
と
も
あ
れ
︑前
記
の
と
お
り
そ
の
素
朴
な

作
⾵
や
構
造
技
法
か
ら
す
れ
ば
︑当
地
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
像
と
考
え
る
の
が
⾃
然
で
あ
る
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

︵
⼭
本
勉
︶ 

 

法
量
︵
単
位㎝
︶ 

像
⾼
六
七
・
六︵
⼆
尺
⼆
⼨
三
分
︶ 

髪
際
⾼
五
七
・
四︵
⼀
尺
⼋
⼨
九
分
︶ 

髻
頂―

顎
⼀

七
・
三 

⾯
⻑
七
・
六 

⾯
幅
六
・
九 

⽿
張
九
・
〇 

⾯
奥
九
・
⼆ 

胸
奥︵
左
︶七
・
九 

同
︵
右
︶
七
・
六 

腹
奥
⼋
・
九 

肘
張
⼀
九
・
六 

裙
裾
張
⼀
⼀
・
九 

⾜
先
開
九
・
⼋ 

 
 

も
と
ど
り

び
ん
ほ
つ

さ
ん
ど
う

う
ち 

ぐ

く
ん

く
っ
ぴ

て
ん  

ね

い
ち
ぼ
く
づ
く
り

き　

じ

こ  

く
そ 

う
る
し

ほ
ぞ

と
も  

ぎ

そ
う
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像底



－ 16 －

本
調
査
報
告 

建
造
物 

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
に
か
け
て
調
査
を
実
施
し
た
⼾
塚
区
下
倉
⽥
町
の
永
勝
寺
如

来
堂
に
つ
い
て
報
告
す
る
︒
令
和
四
年
度
横
浜
市
指
定
有
形
⽂
化
財
︵
建
造
物
︶
に
指
定
︒ 

 

永
勝
寺
如
来
堂 

永
勝
寺 

浄
⼟
真
宗
⼤
⾕
派 

⼾
塚
区
下
倉
⽥
町
⼀
〇
⼆
⼀ 

 

⼀
︑
永
勝
寺
と
如
来
堂
の
概
要 

 

永
勝
寺
は
⿓
臥
⼭
禅
瑞
院
と
号
す
る
浄
⼟
真
宗
⼤
⾕
派
寺
院
で
︑
如
来
堂
は
南
⻄
へ
深
ま
る

⾕
⼾
の
麓
︑
本
堂
東
南
や
や
⾼
い
場
所
に
北
⾯
す
る
︒﹃
新
編
相
模
国
⾵
⼟
記
稿
﹄
に
よ
る
と
︑

﹁
寺
号
初
ハ
⻑
延
寺
ト
称
ス
︑
後
年
武
⽥
信
⽞
当
寺
ノ
僧
ヲ
屈
請
シ
テ
甲
陽
ニ
⼀
宇
ヲ
建
︑
亦

⻑
延
寺
ト
唱
ヘ
兼
住
セ
シ
ム
︑後
故
ア
リ
テ
今
ノ
寺
号
ニ
改
ム
ト
云
﹂と
す
る
︒ま
た
︑当
寺
蔵

の﹃
相
州
鎌
倉
郡
⼭
ノ
内
之
庄
下
倉
⽥
村
︑⿓
臥
⼭
禅
瑞
院
永
勝
寺
︑⾯
掛
如
来
笠
乞
太
⼦
︑御

相
殿
略
縁
起
﹄︵
奥
書
に
﹁
維
時
元
⽂
五
庚
申
天
南
呂
﹂
と
あ
り
︑
前
書
に
は
﹁
再
板
発
願
⼈
︑

当
村
住
吉
⾓
︑
⽂
久
三
年
癸
歳
亥
初
春
﹂
と
あ
�
て
︑
元
⽂
五
年
︹
⼀
七
四
〇
︺
の
刊
︑
⽂
久

三
年︹
⼀
⼋
六
三
︺の
再
版
︶は﹁
昔
天
台
宗
の
名
藍
な
り
し
が
︑祖
師
親
鸞
聖
⼈
関
東
⾏
下
の

こ
ろ
帰
依
し
て
真
宗
の
⾨
下
に
列
る
﹂
と
あ
る
︒ 

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
⽴
像
︵
⾼
⼀
⼆
四
・
四㎝
︑
⼀
四
世
紀
︑
鎌
倉
時
代
︑
通
称
﹁
⾯
掛
如

来
﹂︶
で
︑
須
弥
壇
上
の
厨
⼦
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
正
⾯
向
か
�
て
左
側
の
脇
壇
上

の
厨
⼦
内
に
は
︑神
奈
川
県
指
定
⽂
化
財
の
聖
徳
太
⼦
⽴
像︵
⾼
⼀
⼆
七
・
七㎝
︑鎌
倉
時
代
︑

通
称
﹁
笠
乞
太
⼦
﹂︶
を
安
置
す
る
︒ 

 

如
来
堂
は
︑
正
三
間
︵
⼀
⼋
・
六
尺
︑
約
五
・
六
四ｍ
︶・
側
⾯
三
間
︵
⼀
⼋
・
六
尺
︶
の
規

模
で
柱
間

は
し
ら
ま

は
す
べ
て
六
・
⼆
尺
と
し
︑
正
⾯
中
央
に
⼀
間 け

ん
向
拝

こ
う
は
い

を
設
け
︑
屋
根
は
宝
形
造

ほ
う
ぎ
�
う
づ
く
り

・

銅
板

ど
う
ば
ん

葺 ぶ
き

で
屋 お

く

頂 ち
�
う

に
露
盤

ろ
ば
ん

宝
珠

ほ
う
じ
�

を
備
え
る
︒た
だ
し
︑本
来
の
屋
根
は
茅
葺
で
︑昭
和
三
〇
年
代

に
銅
板
葺
に
改
め
た
と
い
う
︒ 

 

建
築
年
代
に
関
す
る
⼿
掛
か
り
は
︑
寺
蔵
の
過
去
帳
当
寺
代
々
記
の
記
載
﹁
安
永
七
年
戌
年 

安
永
三
年
如
来
堂
建
⽴
ス
者
ハ
淳
雅
代
﹂
で
あ
る
︒
如
来
堂
の
⽊ き

⿐ ば
な

・
蟇 か

え
る

股 ま
た

・
組
物

く
み
も
の

実 さ
ね

肘 ひ
じ

⽊ き

・

向
拝
虹 こ

う

梁 り
�
う

絵 え

様 よ
う・同

海
⽼
虹
梁
絵
様
な
ど
の
装
飾
細
部
は
⼀
⼋
世
紀
後
期
頃
の
特
徴
を
⽰
す
の

で
︑
現
在
の
如
来
堂
は
安
永
三
年
︵
⼀
七
七
四
︶
の
建
築
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒ 

如
来
堂
の
外
周
部
は
︑
延
⽯

の
べ
い
し

基
礎

き
そ

上
に
⼟
台

ど
だ
い

を
配
し
︑
こ
の
上
に
欅 け

や
き

の
⾯
取

め
ん
と
り

⾓
柱

か
く
は
し
ら

︵
五
・

五
⼨
⾓
︶
を
⼟
台

ど
だ
い

建 だ
て

し
︑
貫 ぬ

き
・
⼤
引

お
お
び
き

・
切
⽬

き
り
め

⻑
押

な
げ
し

・
内
法

う
ち
の
り

⻑
押

な
げ
し

・
頭 か

し
ら

貫 ぬ
き

・
台 だ

い
輪 わ

で
繋 つ

な
ぐ
︒
柱 は

し
ら

頂
部
は
粽 ち

ま
き

︵
先
端
を
や
や
細
く
狭
め
る
加
⼯
︶
を
施
し
︑
頭
貫
先
端

か
し
ら
ぬ
き
せ
ん
た
ん

は
⽊
⿐
を
延
ば
し
て

絵
様
刳
形

え
よ
う
く
り
が
た

を
施
し
︑
台
輪
も
⽊
⿐
を
延
ば
し
て
刳
形
を
施
す
︒ 

台
輪
上
に
は
柱
位
置
に
三
⽃
枠

み
つ
ど
わ
く

肘 ひ
じ

⽊ き

形
式
の
組
物
を
配
し
︑中 な

か

備 ぞ
な
え︵

組
物
と
組
物
の
中
間
に

備
え
る
装
置
︶
の
蟇
股
と
と
も
に
桁
を
受
け
る
︒
組
物
と
蟇
股
は
絵
様
刳
形
付
の
実
肘
⽊
を
備

え
る
︒
堂
内
側
の
⼿
先
肘
⽊
は
巻
⽃
と
絵
様
刳
形
付
実
肘
⽊
を
重
ね
た
出
組
形
式
に
よ
り
天
井

桁
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
︑
堂
外
部
の
⼿
先
肘
⽊
は
拳 こ

ぶ
し

⿐ は
な

と
す
る
︒ 

柱
間
は
︑
正
⾯
中
央
間
に
双 も

ろ
折
れ
桟 さ

ん
唐
⼾

か
ら
ど

を
藁
座

わ
ら
ざ

で
吊
り
込
み
︑
正
⾯
両
脇
間

り
�
う
わ
き
ま

と
側
⾯
前 ま

え
か

ら
第
⼀
間 ま

と
第
⼆
間 ま

は
舞 ま

い
良 ら

⼾ ど

引
き
違
い
と
し
︑
側
⾯
の
後
端
間

こ
う
た
ん
ま

と
背
⾯
各
間

か
く
ま

は
漆
喰

し
�
く
い

塗 ぬ
り

⼟
壁

つ
ち
か
べ

と
す
る
︒
縁 え

ん
は
四
周
に
切
⽬

き
り
め

縁 え
ん

を
巡
ら
し
︑
正
⾯
中
央
に
三
級
⽊ も

く
階 か

い
を
設
け
る
︒
東
側
⾯
中
央

に
も
三
級
⽊
階
を
設
け
る
が
︑
こ
れ
は
現
住
職
が
設
置
し
た
も
の
で
︑
元
は
正
⾯
の
み
⽊
階
を

設
け
て
い
た
︒な
お
︑現
在
の
切
⽬
縁
は
四
周
同
⾼
で
切
⽬
⻑
押
も
同
⾼
に
巡
ら
し
て
い
る
が
︑

両
側
⾯
と
も
前
か
ら
第
⼆
柱
か
ら
背
⾯
柱
に
か
け
て
現
状
よ
り
も
⼀
段
⾼
い
位
置
に
当
初
の

切
⽬

き
り
め

⻑
押

な
げ
し

仕 し

⼝ ぐ
ち

が
残
る
の
で
︑
当
該
部
分
は
切
⽬
⻑
押
と
縁
が
⼀
段
⾼
い
位
置
に
取
り
付
い
て

い
た
︒
こ
の
段
差
は
内
部
の
床 ゆ

か
⾼ だ

か
に
応
じ
た
措
置
で
︑
側
⾯
の
建
具
は
こ
の
お
さ
ま
り
を
継
承

︵
敷
居
⾼
さ
が
異
な
る
形
式
を
維
持
︶
し
て
い
る
が
︑
切
⽬
⻑
押
と
縁
は
形
式
を
変
更
し
て
正

⾯
の
⾼
さ
に
揃
え
た
も
の
で
あ
る
︒ 

向
拝
は
唐
⼾

か
ら
と

⾯
取

め
ん
と
り

の
欅 け

や
き

⾓
柱

か
く
は
し
ら

︵
六
・
五
⼨
⾓
︶
を
礎
⽯

そ
せ
き

建 だ
て

し
︑
正
⾯
中
央
間

ち
�
う
お
う
ま

の
柱
と
海
⽼

し
ゅ 

み  

だ
ん
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虹
梁
で
繫
ぎ
︑
向
拝
柱
同
⼠
は
虹
梁
状
頭
貫
で
繋
ぐ
︒
海
⽼
虹
梁
・
虹
梁
状
頭
貫
と
も
⽊
⿐
は

懸 か
け

⿐ ば
な

形
式
と
し
︑
唐
獅
⼦

か
ら
じ
し

と
象 ぞ

う
の
彫
物
を
取
り
付
け
る
︒
向
拝
柱
上
は
⼿
挟

た
ば
さ
み

を
備
え
た
連 つ

れ
三
⽃

み
つ
ど

形
式
の
組
物
を
配
し
︑
中
備
に
蟇
股
を
配
し
︑
軒
桁
を
受
け
る
︒
組
物
と
中
備
は
絵
様
刳
形
付

の
実
肘
⽊
を
備
え
る
︒ 

如
来
堂
の
内
部
は
正
⾯
か
ら
⼀
間 け

ん
後
⽅
に
框 か

ま
ち

を
配
し
︑
框
を
境
に
六
⼨
の
床 ゆ

か
段
差

だ
ん
さ

を
設
け
︑

後
⽅
を
上
段

じ
�
う
だ
ん

と
す
る
︒ 

⼀
⽅
︑正
⾯
か
ら
⼆
間
後
⽅
に
柱
列
を
設
け
︑欅
の
丸
柱︵
直
径
七
⼨
で
頂
部
に
粽
付
︶⼆
本

を
礎
⽯
建
す
る
︒ま
た
︑背
⾯
か
ら
⼆・⼆
五
尺
前
⽅
の
両
脇
間
に
幅
三・五
⼨
の
付
柱

つ
け
ば
し
ら

と
三・

五
⼨
幅
の
柱
を
配
し
て
仏
龕

ぶ
つ
が
ん

状
の
脇
壇
を
設
け
︑
中
央
間
は
脇
壇
前
⾯
よ
り
⼆
・
五
尺
程
前
⽅

ま
で
箱
型
須
弥
壇
を
設
け
る
︒ 

丸
柱
同
⼠
お
よ
び
丸
柱
と
側
⾯
柱
は
貫
・
⼤
引
・
頭
貫
・
台
輪
で
繋
ぎ
︑頭
貫
下
は
三
間
と
も

床
⾯
ま
で
開
放
し
建
具
や
壁
の
間
仕
切
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
︒
台
輪
上
の
柱
位
置
は
三
⽃
枠

肘
⽊
組
物
を
配
し
︑
中
備
に
蟇
股
を
配
し
︑
と
も
に
絵
様
刳
形
付
の
実
肘
⽊
を
備
え
る
︒
組
物

の
正
⾯
側
の
⼿
先
肘
⽊
は
︑
絵
様
刳
形
付
実
肘
⽊
を
備
え
た
巻
⽃

ま
き
と

に
よ
り
出
組
形
式
と
し
て
天

井
桁
を
受
け
る
︒
ま
た
︑
丸
柱
は
背
⾯
柱
と
の
間
も
頭
貫
・
台
輪
で
繫
い
で
台
輪
下
を
開
放
す

る
が
︑
現
状
は
台
輪
を
切
徐
し
て
い
る
︒
こ
の
柱
間
は
中
備
を
配
置
せ
ず
琵
琶
板

び
わ
い
た

に
蟇
股
を
描

く
点
も
注
⽬
さ
れ
る
︒
な
お
︑
側
⾯
後
端
間
の
中
備
位
置
に
脇
仏
龕
の
付
柱
が
あ
る
た
め
中
備

を
配
置
せ
ず
︵
外
部
は
蟇
股
︶︑
付
柱
前
⽅
の
琵
琶
板
に
蟇
股
を
描
く
︒ 

こ
の
よ
う
に
如
来
堂
の
内
部
は
︑
床
段
差
か
ら
⾒
る
と
前
⽅
⼀
間
分
が
外
陣

げ
じ
ん

︑
後
⽅
⼆
間
分

の
上
段

じ
�
う
だ
ん

が
内
陣

な
い
じ
ん

で
︑
内
陣
後
半
部
は
須
弥
壇
と
脇
仏
龕
を
設
け
て
内
々
陣

な
い
な
い
じ
ん

的
に
扱
う
よ
う
に

⾒
え
る
︒
⼀
⽅
︑
内
部
柱
列
お
よ
び
柱
上
部
の
つ
な
ぎ
⽅
を
⾒
る
と
︑
前
⽅
⼆
間
分
を
外
陣
と

し
︑後
⽅
⼀
間
分
を
内
陣
と
す
る
よ
う
に
も
⾒
え
る
︒こ
の
場
合
は
外
陣
後
半
が
上
段
と
な
る
︒

す
な
わ
ち
︑
如
来
堂
は
内
外
陣
境
の
判
断
が
難
し
い
が
︑
こ
の
所
⾒
で
は
内
外
陣
区
分
を
柱
列

と
天
井
区
分
で
理
解
し
︑
前
⽅
⼆
間
分
を
外
陣
︑
後
⽅
⼀
間
分
を
内
陣
と
理
解
す
る
︒ 

内
陣
須
弥
壇
の
両
脇
に
は
︑現
状
の
脇
仏
龕
柱
の
内
寄
り
に
柱
の
切
断
痕︵
三
・
⼋
⼨
⾓
︶が

床
⾯
ま
で
残
り
︑
こ
の
柱
は
頭
貫
ま
で
延
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
現
状
の
仏
龕
柱

は
付
柱
と
旧
柱
と
の
間
を
繋
ぐ
框
上
に
⽴
て
る
の
で
︑
お
さ
ま
り
は
新
し
く
︑
本
来
は
旧
柱
が

仏
龕
柱
だ
�
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
︒
ま
た
︑
脇
仏
龕
の
付
柱
は
台
輪
⾼
さ
に
仕
⼝
痕

が
あ
り
︑
仏
龕
上
辺
は
こ
の
位
置
で
⽌
ま
�
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︵
現
状
は
天
井
ま
で
垂
壁

が
延
び
る
︶︒
さ
ら
に
︑
仏
龕
は
框
と
鴨
居
に
⼀
本
溝
を
有
し
︑
内
法
⻑
押
に
も
仕
⼝
を
有
す
る

の
で
︑建
具
を
慳
貪

け
ん
ど
ん

状
に
嵌
め
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
︑現
状
は
開
放
で
あ
る
︒な
お
︑

内
法
⻑
押
は
付
柱
後
⽅
位
置
で
切
断
さ
れ
て
い
る
が
︑
側
⾯
後
端
の
柱
に
⻑
押
仕
⼝
が
あ
る
の

で
︑
本
来
は
後
端
ま
で
延
び
て
い
た
︒ 

須
弥
壇
と
脇
仏
龕
を
床
下
か
ら
⾒
る
と
︑仏
龕
旧
柱
は︵
⼤
引
位
置
の
︶床
上
か
ら
⽴
ち
︑脇

仏
龕
付
柱
も
床
下
ま
で
延
び
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
︵
床
下
の
束
は
新
し
い
︶︒
し
か
し
︑
内
法

⻑
押
以
下
の
付
柱
は
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
︒
す
な
わ
ち
如
来
堂
建
⽴
当
初
か
ら
脇
仏
壇
を

設
け
る
た
め
に
付
柱
を
配
し
て
い
た
︒
そ
の
後
脇
仏
龕
に
改
造
し
︑
更
に
須
弥
壇
造
替
の
際
に

再
度
脇
仏
龕
を
改
造
し
た
ら
し
い
︒ 

軒
は
出 だ

し

桁
造

げ
た
づ
く
り

︵
軒
桁
か
ら
出 だ

し
梁 は

り
を
延
ば
し
て
出 だ

し
桁 け

た
を
迫
り
出
す
構
造
︶
の
出
桁
か
ら
⼀
軒

ひ
と
の
き

半
繁

は
ん
し
げ
る

垂
⽊

た
る
き

を
延
ば
し
た
い
わ
ゆ
る
﹁
せ
が
い
軒
︵
和
船
の
船
枻

せ
が
い

に
ち
な
む
︶﹂
で
︑
出
桁
造
の

⼩
天
井

こ
て
ん
じ
�
う

に
は
垂
⽊

た
る
き

間
隔
と
⼀
致
さ
せ
て
根
太

ね
だ

を
化
粧
で
配
す
る
︒
垂
⽊
先
端
に
は
茅
負

か
や
お
い

・
裏 う

ら
甲 ご

う

を
重
ね
る
︒
こ
の
う
ち
︑
軒
桁
ま
で
は
当
初
材
と
認
め
ら
れ
る
が
︑
出
梁
以
上
は
す
べ
て
新
規

に
造
り
直
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒ 

屋
根
は
茅
葺
だ
�
た
も
の
を
昭
和
三
〇
年
代
に
現
状
に
改
修
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
︑
こ

の
際
に
出
梁
以
上
を
新
規
に
造
り
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
⼩
屋
組
材
に
茅
葺
時
代
の
痕
跡
を
ど

の
程
度
残
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
︑
⼩
屋
裏
が
確
認
で
き
な
い
の
で
明
確
で
は
な
い
︒
た

だ
し
︐向
拝
の
海
⽼
虹
梁
や
⼿
挟
の
お
さ
ま
り
か
ら
⾒
て
︑現
状﹁
せ
が
い
軒
﹂の
出
桁
位
置
は

旧
状
を
踏
襲
し
た
可
能
性
が
⾼
い
︒ 



－ 18 －

天
井
は
内
陣
中
央
に
お
い
て
本
来
の
天
井
廻 ま

わ
り

縁 ぶ
ち

上
に
新
た
に
廻
縁
を
重
ね
て
鏡 か

が
み

天
井

て
ん
じ
�
う

︵
合
板
に
ク
ロ
ス
張
︶
と
す
る
︒
た
だ
し
旧
廻
縁
に
は
棹 さ

お
縁 ふ

ち
痕
跡
が
あ
る
の
で
︑
本
来
は
棹
縁

天
井
で
あ
�
た
︒
そ
れ
以
外
の
天
井
も
す
べ
て
現
状
は
鏡
天
井
︵
合
板
に
ク
ロ
ス
張
︶
と
す
る

が
︑
旧
天
井
の
下
⾯
に
設
置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
︑
本
来
は
内
陣
中
央
と
同
じ
棹
縁
天
井
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
︒ 

塗
装
は
︑外
部
は
彫
物
部
分
︑絵
様
部
分
︑虹
梁
・
海
⽼
虹
梁
の
眉
や
錫
杖
彫
︑な
ど
に
胡
粉

ご
ふ
ん

下
地

し
た
じ

が
認
め
ら
れ
︑平
彩
⾊
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒内
部
は
︑柱
に
つ
い
て
素
⽊
・

⽩
檀
塗
の
⼆
種
が
認
め
ら
れ
︑
⻑
押
は
⽩
檀
塗
︑
組
物
と
蟇
股
に
つ
い
て
は
絵
様
の
み
墨
塗
り

し
た
素
⽊
︑
⽩
檀
塗
︑
彩
⾊
の
三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
︒
琵
琶
板
は
彩
⾊
が
認
め
ら
れ
る
︒ 

 

⼆
︑
如
来
堂
の
改
造
状
況 

 

如
来
堂
は
︑
屋
根
を
茅
葺
か
ら
銅
板
葺
に
変
更
し
て
い
る
︒
⼩
屋
内
は
未
確
認
で
あ
る
が
︑

⼩
屋
梁
を
は
じ
め
⼩
屋
組
部
材
の
⼀
部
に
は
︑
茅
葺
時
代
の
部
材
が
残
�
て
い
る
可
能
性
は
⾼

い
と
想
像
さ
れ
る
︒
そ
れ
ら
の
部
材
を
詳
細
に
観
察
す
れ
ば
︑
本
来
の
⼩
屋
組
の
状
態
を
把
握

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
︒ 

 

屋
根
の
改
造
に
伴
い
︑
軒
回
り
は
軒
桁
以
外
を
す
べ
て
造
り
替
え
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
向
拝

と
の
お
さ
ま
り
を
考
え
る
と
︑﹁
せ
が
い
軒
﹂の
出
桁
位
置
は
ほ
ぼ
本
来
の
位
置
を
踏
襲
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

 

軒
よ
り
も
下
⽅
は
︑
外
周
部
に
関
し
て
⼤
き
な
改
造
は
認
め
ら
れ
な
い
が
︑
内
部
床
⾼
︵
上

段
︶
に
対
応
し
て
い
た
外
周
の
切
⽬
⻑
押
と
縁
の
設
置
⾼
さ
を
変
更
し
て
︑
正
⾯
と
同
⾼
に
揃

え
て
い
る
︒ 

内
部
造
作
の
改
造
は
︑明
治
四
五
年︵
⼀
九
⼀
⼆
︶の
本
尊
厨
⼦︵
宮
殿
︶施
⼊
に
伴
い
︑須

弥
壇
脇
に
⽴
�
て
い
た
脇
仏
龕
柱
を
切
除
し
て
や
や
外
側
に
新
設
し
て
中
央
の
間
⼝
を
広
げ
︑

丸
柱
と
背
⾯
柱
間
の
頭
貫
を
切
除
し
て
後
端
中
央
間
の
天
井
を
上
げ
た
こ
と
が
注
⽬
さ
れ
る
︒

厨
⼦
の
設
置
に
伴
い
内
陣
部
分
は
組
物
以
上
に
彩
⾊
を
施
し
琵
琶
板
に
蟇
股
を
描
き
︑
台
輪
以

下
の
軸
組
に
⿊
漆
塗
り
を
⾏
�
た
︒そ
の
中
で
︑脇
仏
龕
内
部
だ
け
は
背
⾯
柱
・
組
物
・
琵
琶
板

に
か
け
て
素
地
を
保
つ
︒
こ
こ
で
は
実
肘
⽊
絵
様
は
墨
塗
を
施
す
だ
け
で
あ
る
︒
つ
ま
り
脇
仏

龕
の
上
端
部
は
︑
本
来
な
ら
ば
台
輪
⾼
さ
に
回
し
て
⾒
切
�
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
こ
れ
を

天
井
ま
で
延
ば
し
た
時
期
に
︑
仏
龕
内
部
を
除
い
て
内
部
全
体
を
塗
装
彩
⾊
し
た
と
考
え
ら
れ

る
︒
な
お
︑
内
法
⻑
押
下
の
付
柱
は
当
初
か
ら
存
在
す
る
の
で
︑
脇
仏
壇
は
当
初
か
ら
存
在
す

る
と
考
え
ら
れ
る
︵
図
５
︶︒
し
か
し
内
法
⻑
押
上
の
付
柱
は
継
⽊
が
２
ケ
所
あ
り
︑
旧
の
脇
仏

龕
は
中
古
に
設
け
た
と
考
え
ら
れ
る
︵
図
６
︶︒ 

す
な
わ
ち
︑
如
来
堂
内
部
は
本
来
素
⽊
で
絵
様
部
分
に
墨
塗
を
施
し
て
い
た
が
︑
そ
の
後
脇

壇
を
仏
龕
状
に
改
造
し
た
時
期
を
経
て
︑
本
尊
厨
⼦
を
施
⼊
し
た
明
治
四
五
年
頃
に
︑
ほ
ぼ
現

在
の
内
部
造
作
形
式
に
改
め
︑
塗
装
彩
⾊
を
施
し
た
ら
し
い
︒
外
部
の
彩
⾊
も
同
時
期
か
も
し

れ
な
い
︒
壁
と
桟
唐
⼾
内
⾯
の
唐
紙
張
り
も
そ
の
頃
ま
で
遡
る
か
も
し
れ
な
い
が
︑
明
確
で
は

な
い
︒
ま
た
︑
天
井
は
内
陣
中
央
間
を
除
い
て
本
来
の
天
井
下
に
合
板
を
取
り
付
け
て
ク
ロ
ス

張
り
し
た
も
の
の
よ
う
で
︑昭
和
三
〇
年
代
の
屋
根
修
理
時
の
施
⼯
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

厨
⼦
上
の
天
井
は
施
⼯
が
粗
く
︑
こ
の
際
に
⼩
屋
内
か
ら
施
⼯
し
た
と
推
察
さ
れ
る
︒ 

 

ま
た
︑
上
段
框
を
除
く
床
⾯
は
板
の
張
替
が
認
め
ら
れ
︑
建
具
の
敷
居
は
⼆
本
溝
か
ら
レ
�

ル
式
に
改
め
て
お
り
︑
昭
和
三
〇
年
代
よ
り
も
新
し
い
改
修
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
︑
旧
敷
居
材

が
背
⾯
の
縁
下
に
収
納
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
は
保
存
し
て
お
い
た
⽅
が
良
い
︒ 

 
以
上
︑屋
根
・
軒
・
内
陣
後
⽅
の
造
作
・
内
部
の
塗
装
彩
⾊
な
ど
に
お
い
て
後
世
の
改
造
が
認

め
ら
れ
︑
特
に
明
治
四
五
年
の
厨
⼦
施
⼊
に
伴
う
内
陣
造
作
の
改
修
と
堂
内
部
の
塗
装
彩
⾊
が

最
も
⼤
き
な
改
修
と
い
え
る
︒
そ
れ
以
外
に
外
周
部
の
上
段
対
応
部
の
切
⽬
⻑
押
と
縁
を
改
造

し
︑
天
井
を
ク
ロ
ス
張
り
に
改
修
し
︑
屋
根
を
茅
葺
か
ら
銅
板
葺
に
改
修
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
︒
屋
根
と
天
井
は
同
時
期
と
思
わ
れ
る
が
︑
内
法
⻑
押
と
縁
の
改
修
は
明
治
四
五
年
の
造

作
改
修
に
あ
わ
せ
た
も
の
か
明
確
で
は
な
い
︒ 
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な
お
︑
明
治
四
五
年
頃
に
⼤
き
な
改
修
が
あ
�
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
︑
関
東
⼤
震
災
に

よ
る
被
害
と
そ
の
復
旧
⼯
事
に
関
し
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
︒
側
柱
が
⼟
台
建
で
あ
る
点
や
造

作
の
変
更
に
伴
う
背
⾯
壁
の
状
態
︑
お
よ
び
切
⽬
⻑
押
と
縁
の
改
造
な
ど
は
︑
震
災
復
旧
の
機

会
に
⾏
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
理
解
し
や
す
い
が
︑
震
災
前
の
明
治
末
期
か
ら
⼤
正
初
期
頃
に
︑

こ
う
し
た
改
修
を
⾏
�
て
お
り
︑
震
災
時
の
被
害
は
少
な
か
�
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
︒ 

改
造
の
き
�
か
け
は
︑
本
尊
の
た
め
の
厨
⼦
を
整
備
す
る
こ
と
︑
厨
⼦
が
⼊
る
規
模
に
内
々

陣
を
拡
張
す
る
こ
と
︑
そ
れ
に
伴
い
脇
仏
龕
は
若
⼲
間
⼝
が
狭
く
な
�
た
が
上
端
は
天
井
ま
で

延
ば
し
て
⽴
派
に
⾒
せ
る
こ
と
︑
を
意
図
し
た
と
認
め
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
如
来
堂
に
と
�

て
仏
の
祀
り
⽅
に
関
し
て
⼤
き
な
転
換
期
で
あ
�
た
と
い
え
る
︒
な
お
︑
内
々
陣
背
⾯
壁
が
未

完
状
態
で
厨
⼦
を
納
め
て
い
る
状
況
を
み
る
と
︑
厨
⼦
の
整
備
は
︑
少
な
く
と
も
如
来
堂
背
⾯

壁
の
改
修
を
伴
う
も
の
で
︑
塗
装
彩
⾊
の
他
に
軸
部
補
修
も
⼤
規
模
に
実
施
し
て
い
る
︒
つ
ま

り
︑
関
東
⼤
震
災
以
前
に
⼤
き
な
修
理
が
必
要
に
な
る
理
由
が
あ
�
た
︵
川
崎
市
⽂
化
財
の
浄

⼟
真
宗
⻑
弘
寺
本
堂
の
安
政
地
震
被
害
後
の
補
修
の
可
能
性
な
ど
︶
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
︒

そ
の
意
味
で
は
中
古
の
改
造
と
は
い
え
建
築
履
歴
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
る
︒ 

 

三
︑
永
勝
寺
如
来
堂
の
建
築
的
特
徴 

永
勝
寺
如
来
堂
は
︑屋
根
・
軒
・
内
陣
の
造
作
・
内
部
の
塗
装
彩
⾊
に
つ
い
て
後
世
の
改
造
が

認
め
ら
れ
る
︒
そ
の
⼀
⽅
︑
⼀
間
向
拝
付
三
間
仏
堂
と
し
て
の
平
⾯
は
当
初
形
式
を
留
め
︑
内

部
に
上
段
区
分
と
柱
列
に
よ
る
空
間
区
分
を
設
け
る
点
︑柱
・
⻑
押
・
頭
貫
・
台
輪
の
主
要
軸
組

は
ほ
ぼ
当
初
材
を
留
め
る
点
︑
組
物
と
蟇
股
も
す
べ
て
当
初
材
と
認
め
ら
れ
る
点
︑
建
具
も
す

べ
て
当
初
材
の
可
能
性
が
あ
る
点
︑
は
貴
重
で
あ
る
︒
中
で
も
最
⼤
の
建
築
的
特
徴
は
︑
平
⾯

に
お
け
る
上
段
区
分︵
前
⽅
⼀
間
分
と
後
⽅
⼆
間
分
︶と
︑丸
柱
に
よ
る
柱
列
区
分︵
前
⽅
⼆
間

分
と
後
⽅
⼀
間
分
︶
の
⼆
つ
の
空
間
区
分
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
︒ 

柱
列
に
注
⽬
し
た
場
合
は
︑
天
井
の
扱
い
に
よ
り
前
⽅
⼆
間
分
︵
出
組
組
物
で
天
井
桁
を
受

け
る
︶
と
後
⽅
⼀
間
分
︵
三
区
分
さ
れ
た
天
井
は
何
れ
も
三
⽃
組
で
天
井
桁
を
受
け
る
︶
で
は

空
間
の
性
質
が
明
確
に
分
か
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
前
⽅
⼆
間
分
は
外
陣
︑
後
⽅
⼀
間
分
は
内
陣

と
み
る
こ
と
が
で
き
︑
外
陣
を
広
く
構
え
そ
の
後
半
部
を
上
段
に
構
え
天
井
を
出
組
で
⽀
え
る

な
ど
︑
豊
か
な
空
間
構
成
を
持
つ
︒
⼀
⽅
内
陣
は
奥
⾏
⼀
間
と
狭
く
︑
中
央
と
脇
間
に
三
分
さ

れ
︑内
陣
天
井
は
外
陣
天
井
よ
り
も
簡
素
と
な
り
︑後
⽅
に
須
弥
壇
と
脇
仏
龕
を
設
け
る
の
で
︑

空
間
と
し
て
は
狭
隘
感
が
強
い
︒
内
陣
天
井
を
外
陣
よ
り
も
簡
易
に
す
る
傾
向
は
︑
中
世
仏
堂

に
お
け
る
⼀
五
世
紀
以
後
の
傾
向
に
⼀
致
す
る
が
︑
中
備
形
式
ま
で
簡
素
に
す
る
こ
と
は
珍
し

い
︒ま
た
︑外
陣
の
天
井
構
成
を
中
核
部
と
周
辺
に
よ
�
て
区
分
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
︑

外
陣
の
後
半
を
上
段
構
え
に
す
る
例
は
珍
し
い
︒ 

⼀
⽅
︑
床
⾼
に
よ
�
て
内
外
陣
を
区
分
し
た
場
合
は
︑
内
外
陣
境
は
床
⾼
以
外
の
空
間
区
分

が
曖
昧
で
︑
外
陣
と
内
陣
前
半
部
が
天
井
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
︑
内
陣
の
⼀
間
後
⽅
の
柱

列
は
内
々
陣
区
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
︒
こ
う
し
た
形
式
は
極
め
て
珍
し
い
︒ 

こ
の
よ
う
に
︑
如
来
堂
は
⼩
規
模
な
三
間
堂
で
あ
る
が
︑
そ
の
空
間
構
成
は
床
・
天
井
の
扱

い
の
ど
ち
ら
に
注
⽬
す
る
か
に
よ
り
理
解
が
異
な
る
点
が
興
味
深
い
︒
浄
⼟
真
宗
仏
堂
の
⼀
般

的
特
徴
と
し
て
︐
堂
の
後
半
部
を
上
段
構
え
と
し
︑
そ
の
中
央
を
内
陣
︑
両
脇
間
を
余
間
と
す

る
︒
そ
し
て
外
陣
は
内
陣
境
の
⼿
前
に
⽮
来
内
と
呼
ぶ
区
画
を
設
け
る
こ
と
が
あ
る
︒
そ
の
点

か
ら
⾒
れ
ば
︑
如
来
堂
の
上
段
前
半
部
を
⽮
来
内
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
場

合
は
内
陣
に
お
い
て
法
要
時
の
僧
侶
の
座
が
確
保
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
︑
現
状
の
よ

う
に
須
弥
壇
が
前
⽅
に
張
り
出
し
た
状
況
で
は
︑
内
陣
の
範
囲
だ
け
に
限
定
す
る
の
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
︒ 

い
ず
れ
に
し
て
も
︑
床
⾼
と
内
部
柱
列
位
置
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
空
間
特
性
が
︑
如
来
堂

の
最
⼤
の
建
築
的
特
徴
で
あ
る
︒ 

な
お
︑
内
部
後
端
の
須
弥
壇
と
脇
仏
壇
は
︑
如
来
堂
建
築
当
初
の
造
作
と
し
て
存
在
し
た
と
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み
て
よ
い
︒た
だ
し
︑脇
壇
が
は
じ
め
て
仏
龕
形
式
に
な
�
た
の
は
少
し
時
代
が
降
る
︒ま
た
︑

当
初
の
須
弥
壇
が
現
状
の
よ
う
に
突
出
し
て
い
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
︒ 

ま
た
︑
屋
根
・
軒
に
つ
い
て
現
状
で
は
当
初
形
式
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
︑﹁
せ
が
い
軒
﹂

で
あ
る
点
と
そ
の
出
桁
位
置
は
概
ね
当
初
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
︑
今
後

の
屋
根
修
理
の
際
に
⼩
屋
組
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
あ
る
程
度
は
屋
根
・
軒
の
当
初
形
式

を
把
握
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
︒ 

 四
︑
神
奈
川
県
下
の
近
世
三
間
堂
に
お
け
る
永
勝
寺
如
来
堂
の
位
置
づ
け 

参
考
⽂
献
１
�
３
に
よ
�
て
確
認
で
き
る
神
奈
川
県
下
の
近
世
三
間
堂
は
六
〇
件
で
︑
そ
れ

を
年
代
分
布
と
⽂
化
財
件
数
で
整
理
し
て
み
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
︒
こ
の
中
で
永
勝
寺
如

来
堂
を
含
め
て
境
内
仏
堂
︵
寺
院
本
堂
以
外
に
存
在
す
る
仏
堂
︶
は
四
⼀
件
で
あ
る
︒
こ
の
四

⼀
件
の
建
⽴
年
代
は
︑⼀
六
世
紀
⼀
件
︑⼀
七
世
紀
七
件
︑⼀
⼋
世
紀
⼀
七
件
︑⼀
九
世
紀
⼀
六

件
で
︑
安
永
三
年
︵
⼀
七
⼋
四
︶
の
永
勝
寺
如
来
堂
よ
り
も
古
い
三
間
堂
規
模
の
境
内
仏
堂
は

⼆
⼀
件
に
の
ぼ
る
︒
つ
ま
り
建
⽴
年
代
分
布
に
よ
る
と
︑
永
勝
寺
如
来
堂
は
県
下
近
世
三
間
堂

規
模
の
境
内
仏
堂
の
ち
�
う
ど
中
間
に
あ
た
る
︒
遺
構
数
は
⼀
⼋
世
紀
か
ら
⼀
九
世
紀
が
主
流

を
占
め
る
の
で
︑
遺
構
数
が
多
い
中
の
⼀
例
と
い
え
る
︒ 

ち
な
み
に
三
間
仏
堂
六
〇
件
全
体
の
年
代
分
布
は
︑
⼀
六
世
紀
⼀
件
︑
⼀
七
世
⼀
四
件
︑
⼀

⼋
世
紀
⼆
六
件
︑
⼀
九
世
紀
⼀
九
件
で
︑
⼀
七
世
紀
後
半
以
降
に
遺
構
数
が
⼤
き
く
増
え
る
中

で
︑
永
勝
寺
如
来
堂
よ
り
も
古
い
遺
構
は
三
⼆
件
と
な
り
︑
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
︵
年
代
分
布
は

中
間
的
存
在
︶
を
⽰
す
︒ 

⼀
⽅
︑近
世
三
間
堂
全
体︵
六
〇
件
︶に
つ
い
て
︑内
部
空
間
に
注
⽬
す
る
と
︑次
の
と
お
り

で
あ
る
︵
表
２
︶︒ 

①
床
な
し
仏
堂
︵
室
内
は
基
本
的
に
単
室
︶
六
件
︑ 

②
床
あ
り
仏
堂
で
単
室
空
間
の
仏
堂
⼀
五
件
︵
⽅
⼀
間
に
柱
が
⽴
つ
も
の
⼀
件
含
む
︶︑ 

③
床
あ
り
仏
堂
で
前
⽅
⼀
間
を
外
陣
と
す
る
仏
堂
⼀
七
件
︑ 

④
床
あ
り
仏
堂
で
前
⽅
⼆
間
を
外
陣
と
す
る
仏
堂
⼆
⼀
件
︑ 

⑤
床
あ
り
仏
堂
で
前
⽅
⼆
間
外
陣
な
の
か
前
⽅
⼀
間
外
陣
か
の
区
分
判
断
に
迷
う
も
の
︵
永

勝
寺
如
来
堂
︶
⼀
件 

す
な
わ
ち
︑
床
あ
り
仏
堂
で
柱
列
に
よ
り
内
外
陣
区
分
さ
れ
る
も
の
は
三
九
件
あ
る
が
︑
永

勝
寺
如
来
堂
の
よ
う
に
﹁
柱
列
か
ら
⾒
て
④
に
類
し
︑
床
段
差
に
お
い
て
③
に
類
す
る
可
能
性

を
持
つ
仏
堂
﹂
は
他
に
存
在
し
な
い
︒ 

ま
た
︑
浄
⼟
真
宗
の
三
間
仏
堂
も
他
に
存
在
し
な
い
︒ 

以
上
の
点
か
ら
︑
永
勝
寺
如
来
堂
の
神
奈
川
県
下
の
近
世
三
間
堂
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
以

下
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

・
年
代
的
に
は
近
世
三
間
仏
堂
遺
構
が
多
く
残
る
⼀
⼋
世
紀
後
期
に
属
し
︑
境
内
仏
堂
に
絞
�

て
み
て
も
こ
の
傾
向
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
︒
す
な
わ
ち
年
代
的
分
布
は
最
も
厚
い
層
に
属

す
る
︒
六
〇
件
の
中
で
⽂
化
財
に
な
�
て
い
る
区
分
件
数
と
そ
の
年
代
を
世
紀
で
⽰
す
と
︑

国
指
定
︵
⼆
件
︑
⼀
七
世
紀
︶︑
県
指
定
︵
⼆
件
︑
⼀
七
世
紀
︶︑
市
指
定
︵
五
件
︑
⼀
六
世
紀

⼀
件
︑⼀
七
世
紀
⼀
件
︑⼀
⼋
世
紀
⼆
件
︑⼀
九
世
紀
⼀
件
︶で
︑明
ら
か
に
年
代
が
古
い
も

の
が
指
定
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
︒ 

・
た
だ
し
内
外
陣
区
分
に
お
け
る
特
性
は
他
に
類
を
⾒
な
い
の
で
⼤
変
貴
重
で
あ
る
︒ 

・
こ
の
特
性
が
浄
⼟
真
宗
に
お
け
る
境
内
仏
堂
あ
る
い
は
⼩
規
模
仏
堂
に
由
来
す
る
も
の
か
は

今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
︑
浄
⼟
真
宗
寺
院
の
近
世
三
間
仏
堂
⾃
体
の
類
例
が
県
下
で
未

確
認
な
点
か
ら
⾒
て
も
︑
⼤
変
貴
重
で
あ
る
︒ 

 五
︑
総
括 

 

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
︑
永
勝
寺
如
来
堂
の
建
築
史
的
価
値
は
以
下
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
︒ 

・
近
代
以
降
の
改
造
や
改
修
が
軒
・
屋
根
・
縁
廻
り
・
内
々
陣
廻
り
・
天
井
・
床
な
ど
広
範
囲
に

表２　神奈川県下の近世三間仏堂整理表（平面の特徴）　　　　網部は文化財指定物件数の内訳

内部単室

三間仏堂

前一間外陣前二間外陣
床あり床なし

（土間式） 前一間外陣・前二間外陣の2面性的特徴

６ 15 19 19 1

小計
合計

３ ３ 1 2 54 606 9永勝寺如来堂

※参考文献１～３を基に作成 

※参考文献１～３を基に作成 

表１　神奈川県下の近世三間仏堂整理表（年代と文化財指定）　  網部は文化財指定物件数の内訳

永勝寺如来堂（安永3年1774）は18世紀後半に分類される

三間仏堂 1 2

16世紀

後半

17世紀

前半

8 60 9

19世紀

後半

13 71 2 13 2

17世紀

後半

18世紀

前半

11

19世紀

前半

18
（1） （1） （7） （41）（5） （6）（1） （1） （1） （1） （9）（12）

18世紀

後半
小計

※推定年代が各世紀の中期とされているものは「後期」に含めた。（　）は境内仏堂に限った件数
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及
ん
で
い
る
も
の
の
︑
軒
桁
以
下
は
建
築
当
初
の
部
材
を
多
く
と
ど
め
︑
平
⾯
規
模
は
向
拝

も
含
め
て
当
初
規
模
を
良
く
と
ど
め
て
い
る
︒ 

・
建
築
年
代
は
寺
蔵
記
録
が
伝
え
る
安
永
三
年
︵
⼀
七
⼋
四
︶
が
妥
当
で
あ
る
︒ 

・
上
記
年
代
に
お
け
る
近
世
仏
堂
は
少
な
か
ら
ず
遺
存
す
る
が
︑
永
勝
寺
如
来
堂
は
少
な
く
と

も
神
奈
川
県
下
の
近
世
三
間
堂
の
中
で
上
段
構
え
と
柱
間
区
分
に
よ
る
堂
内
空
間
構
成
に
⼤

き
な
特
徴
を
持
ち
︑
同
様
な
例
は
存
在
し
な
い
︒
ま
た
︑
こ
の
空
間
構
成
が
⽮
来
内
な
ど
の

特
徴
を
持
つ
浄
⼟
真
宗
仏
堂
に
由
来
す
る
も
の
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
︑
浄
⼟
真
宗
の

境
内
仏
堂
は
遺
構
⾃
体
が
少
な
い
の
で
︑
貴
重
な
存
在
と
し
て
注
⽬
す
べ
き
で
あ
る
︒ 

 

し
た
が
�
て
︑
軒
・
屋
根
の
改
造
が
⼤
き
い
も
の
の
︑
横
浜
市
の
近
世
建
築
社
寺
建
築
の
様

相
を
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
と
し
て
継
承
し
て
い
く
べ
き
存
在
で
あ
る
︒ 

︵
⼤
野
敏
︶ 

参
考
⽂
献 

１ 

﹃
横
浜
の
近
世
社
寺
建
築―

横
浜
市
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書―

 

Ⅱ
寺
院
編
﹄ 

︵
横
浜
市
教
育
委
員
会
⽂
化
財
課
︑
平
成
三
年
度
︶ 

２ 

﹃
神
奈
川
県
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
﹄︵
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
︑
平
成
五
年
三
⽉
︶ 

３ 

﹃
新
横
須
賀
市
史 

別
編 

⽂
化
遺
産
﹄︵
横
須
賀
市
︑
平
成
⼆
⼀
年
六
⽉
︶ 

 
 

表２　神奈川県下の近世三間仏堂整理表（平面の特徴）　　　　網部は文化財指定物件数の内訳

内部単室

三間仏堂

前一間外陣前二間外陣
床あり床なし

（土間式） 前一間外陣・前二間外陣の2面性的特徴

６ 15 19 19 1

小計
合計

３ ３ 1 2 54 606 9永勝寺如来堂

※参考文献１～３を基に作成 

※参考文献１～３を基に作成 

表１　神奈川県下の近世三間仏堂整理表（年代と文化財指定）　  網部は文化財指定物件数の内訳

永勝寺如来堂（安永3年1774）は18世紀後半に分類される

三間仏堂 1 2

16世紀

後半

17世紀

前半

8 60 9

19世紀

後半

13 71 2 13 2

17世紀

後半

18世紀

前半

11

19世紀

前半

18
（1） （1） （7） （41）（5） （6）（1） （1） （1） （1） （9）（12）

18世紀

後半
小計

※推定年代が各世紀の中期とされているものは「後期」に含めた。（　）は境内仏堂に限った件数
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１　如来堂　正側面遠景（本堂前から）　　
東屋の奥に如来堂正面向拝が見える。

３　如来堂向拝見上げ　　
虹梁の絵様、木鼻彫刻、蟇股の意匠は 18 世紀後期頃の
特徴を示し、過去帳が伝える安永 3年 (1774) 建築は妥
当といえる。

５　如来堂正面脇間の軒見上げ　
頭貫木鼻と蟇股の絵様と刳形はやはり 18世紀後期頃の
特徴を示す。出桁造の内側部分に垂木割と同じ根太を掛
けているが、こうした形式は珍しく、軒回りを造り替え
たときに採用したものであろう。

２　如来堂正側面（北西から見る）　
如来堂は境内南西方の谷戸奥のやや高い場所に北面して
建つ。桁行三間・梁行三間（ともに 18.6 尺）、宝形造・
銅板葺屋根で、正面中央一間に向拝を設ける。

４　如来堂向拝側面見上げ　
向拝柱と如来堂本体柱は海老虹梁で繋ぎ、向拝軒に手挟
を配する。これらの絵様や刳形も 18 世紀後期頃の様式
を示している。なお、屋根は本来茅葺きであったが、昭
和 30 年頃に銅板葺に改修したという。その際に軒回り
もすべて造り替えているらしい。本体軒は出桁造形式で
あるが、部材は新しいため旧形式に倣って新造したと思
われる。
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８　如来堂東側面　
上段境柱の旧長押痕跡　

7　如来堂背側面（南東から見る）　
側面は東側面・西側面とも前端間と中央間に引き違い舞
良戸とする。中央間の建具の下辺が高いが、これは内部
が上段であることに対応している。現在切目長押は 4周
同高に取り付くが、本来は背側面の上段部分は長押を高
い位置に取り付けていた痕跡が残る。

６　如来堂正面の建具　　
中央間は双折れ桟唐戸を藁座にて吊り込む。両脇間は舞
良戸引き違いとする。建具は何れも本来の形式を良くと
どめていると思われる。

９　如来堂西側面後方の旧長押痕跡（南西から見る）　
右端に見える柱（後端西隅柱）には上段に対応した長押
の取付き痕跡と釘止痕跡が残る。長押を外したため縁と
の間の隙間を埋めるために板を取り付けている。

10　如来堂　柱足元（東側面前端部）　
建物は鎌倉石の基礎 ( 延べ石 ) 上に土台を据え柱を立て、
柱足元を足固め貫で繋ぎ、柱外に貫板を釘止する。土台
建形式は震災後の修理か否かは不明であるが、江戸時
代の仏堂建築は柱が独立して礎石上に立つのが通例なの
で、改修されている可能性は高い。柱足元は比較的健全
と思われる。

上段框

旧長押痕跡（えり輪仕口埋木）

長押を外した隙間
を板で埋めている

旧長押の
上端高さ

長押痕跡（えり輪仕口
があった部分を埋木）
と和釘で止めた痕跡

足固め貫

貫板釘止
柱

土台外面の貼板

延べ石礎石

土台
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11　如来堂背面屋根全景　
軒先付近の屋根面において盛り上がった部分が目立つ。
一般的にこうした状態は、冬場に施工した銅板葺き屋根
（伸縮した状態で施工）が、夏場に膨張することによっ
て変形を来すものである。それを防ぐために施工時に一
定の余裕を見るが、伸縮・膨張程度が想定以上であると、
こうした変形を生じやすい。

13　如来堂内部　正面中央扉口から内陣 ( 上段 ) を望む
内部は後二間を当初から上段とする（床板は張替）。一
方、上段部の中央に丸柱を立て正面から二間奥に柱列を
設け、その中央の方一間部分も頭貫と台輪で区画する。
ここでは丸柱による柱列以後を内外陣境と理解する。壁・
建具は唐紙貼付仕上げであるが、この仕様が当初まで遡
るか否かは不明である。現状唐紙は内々陣の須弥壇上に
宮殿を据え付ける工事を行った際に施工したものであろ
う。柱・長押・組物等は、素木、白檀塗、塗装彩色の 3
種類の扱いが併存する。

15　如来堂内部　正面中央間の双折れ桟唐戸見返し
古い扉が残っているようで、舞良戸と共に貴重な存在で
ある。

12　如来堂背面軒下に保管されている旧如来堂敷居と
思われる部材　
こうした部材は本来の形式を伝える重要な部材なので
しっかりと記録を採ったうえで保管する必要がある。

14　如来堂内部　正面を見返す
正面両脇間の舞良戸は雨の吹き込みが滲んでくるよう
で、唐紙の傷みが大きい。開口部の外部周囲に辺付 ( 小
木片 ) を取り付けることにより、雨水の吹き込みは一定
程度防げるだろう。
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16　如来堂内部　西側面　
上段区分と内部柱列の関係がよくわかる。間仕切がない
のでどちらを内外陣境とするかの判断は難しいが、丸柱
の柱列と天井区分で内外陣を判断した。そうすると外陣
の後方が上段構えとなり、そのような例は珍しい。一方
上段境を内外陣境とすると、天井の区分との関係が説明
し難くなる。
柱は全体的に頂部がやや前方に傾いているようである。
天井は本来の天井（棹縁天井の可能性あり）の下に合板
で下地を作りクロス張している。

17　如来堂内部　内陣後方の須弥壇と左右脇壇　
内陣中央の方一間部分は前方に円柱を 2本立てて内々陣
的に区画する。そしてその後方に箱型須弥壇を設け、そ
の上に厨子（宮殿）を配して阿弥陀如来立像を祀る（現
在は厨子修理中で本尊は本堂に仮安置）。左脇仏龕内に
は厨子を安置して聖徳太子像（県文化財）を祀る（現在
は本堂に仮安置）。右脇仏龕内に安置していた像は不明
という。写真の楕円内の脇仏龕柱はおさまりが姑息であ
る。

18　如来堂内部　内陣後方中央の須弥壇と新旧脇仏龕
柱のおさまり　
上記写真の右側楕円部分の下方詳細。本来の脇仏龕柱を
切断して、やや外側に新たに柱を設置したと思われる。
現状柱は旧柱と付柱を繋ぐ框上に立てたもので、須弥壇
上に厨子を納める際に柱間を拡げる必要があった為と考
えられる。

天井のまとまりで外陣とみなす

外陣上段

丸
柱
列
よ
り
後
方
を
内
陣
と
み
な
す 外陣

仏龕柱

左脇仏龕

仏龕付柱
右脇仏龕

須弥壇

旧仏龕柱

須弥壇後方
現状仏龕柱

右脇壇

須弥壇前方
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19　 如来堂内部　内陣後方中央の内々陣天井見上げ
内陣後方柱の頭貫を切除して厨子を配置したらしい痕跡
が残る（塗装の有無、側面束柱の設置法含めて）。また、
両側面の蟇股は描画である。さらに側面の天井廻縁に棹
縁仕口が残るので、この部分の天井は、棹縁を撤去して
本来の廻縁に新たに廻縁を重ねて天井下地を作りクロス
張する。なお、束柱を少し外側へずらし頭貫を切除した
のは厨子の大きさに配慮したのであろう。

21　如来堂内部　内陣中央西側面上部の改造状況　
内陣西側面にも半分描画蟇股が存在する。天井クロス張
の仕事が粗い ( 脇間天井は黒塗の四分一取付 ) のは厨子
が存在する状態で小屋裏から施工したためらしい。

20 　如来堂内部　内陣後方中央の須弥壇　
内陣須弥壇中央後方に厨子を配置した形跡が残る。また、
仏後壁の唐紙は厨子の幅寸法よりやや内側まで張り付け
て、それ以上内側は施工しない。下地には現状以前の唐
紙下貼らしい紙もみられる。ただし下地の竪板はあまり
古くないように見える。

22　如来堂内部　内陣西側面後端　内法長押を切断し
て右脇壇造作を設置した状況　
内陣側面は、内法長押が後端柱まで延びていた。この際、
付柱は長押高さまでしか達しておらず、脇仏壇のみ設け
たらしい。その後、長押上の付柱を台輪高さまで延して
脇仏龕を設け、更に現状のように改造したらしい。この
際に内法長押の後端切除や塗装・彩色を施したらしい。

頭貫切断

回り縁を重ねて
現状天井を形成

柱筋から
外へずれ
た仏龕柱

柱筋から外へ
ずれた仏龕柱。
台輪下端揃い
に継目あり

棹縁仕口

厨子組物他の接
触部分を塗り残す

描画蟇股

頭貫切断

長押痕跡
（えり輪）

長押切断痕

木部は
素木

付柱

垂れ壁

描画蟇股は前方のみ

四
 し ぶ い ち

分一
仕口痕
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23　如来堂内部　内陣左脇壇から内々陣および東脇壇
方の天井見上げる　
右脇壇の仏龕部天井際の組物は素木で、実肘木の絵様は
黒く塗っている。この状態が本来の姿といえる。仏龕前
の天井は、周囲に黒塗の四分一を取り付けて正規に仕上
げているが、仏龕内の天井と内々陣天井は天井周囲に四
分一をつけない粗い仕事である。

26　如来堂内部　丸柱の柱列の中備蟇股詳細

24　如来堂内部　内陣東側面後端部の内法長押切断痕跡
西側面も同様である。

27　如来堂内部　正面の中備蟇股詳細　
組物と中備は、金箔と透漆で仕上げる部分と、彩色する
部分と、素木のまま絵様のみ墨塗りするものの 3種類
が存在する。素木の状態が当初形式と思われる（写真
22,23 参照）が、蟇股の脚部彩色は他の彩色よりも古い
ようにも見えるので、施工時期は 2期考えるべきかもし
れない。

25　如来堂内部　丸柱上部と組物詳細
内部組物は前方 2間分の見え掛かり範囲について出三斗
形式を採用し、天井桁を 1手分迫り出している。天井は
天井桁のわずか上に鏡天井 ( 板天井 ) を設けてクロス張
として四分一で見切る。おそらく本来は棹縁天井で、棹
縁下に合板を後設したと思われる。塗装に関しては、黒
漆塗りしたうえに（琵琶板を除いて）金箔を施し透漆塗
りした（いわゆる白檀塗り）ようであるが、現状は漆面
が縮んで剥離が進んでいる。実肘木絵様は金泥塗りして
いる。

描画蟇股なし

四分一

描画蟇股

これが本来の姿
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28　如来堂内部　内々陣側面の描画蟇股詳細　
蟇股の描画は良く描けているが、おさまりから見て明治
四十五年銘の厨子を納める際に施工したと考えるのが妥
当である。

30　如来堂床下（上段境の框位置を見返す）29　如来堂床下（正面の大引と柱足元）
外周部の柱は延べ石礎石上に土台を配して立てる土台建
であるが、この工法が当初形式なのか否かは現時点では
明確ではない。

31　如来堂床下（内部丸柱と背面柱を繋ぐ大引）　
床板と根太はほぼ新材に取り替られているが、須弥壇下
と脇仏龕下については古い床組が残っている。須弥壇下
は床板の多くが取り外されている。

33　如来堂床下（右脇仏龕内部）
仏龕付柱は床下まで延びていないようだが、内法長押下
の付柱は当初で、当初から脇仏壇を設けていたと考える
べきである。

32　如来堂床下（須弥壇と脇仏龕内部）
中央の束柱は須弥壇上端で切断されている。元は仏龕柱
であったと思われるが、当初まで遡るか否かは確認でき
ない。

框

長押下の脇仏龕付柱とは
別材で新しい。

丸柱は礎石建である
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0 5 10尺

0 1 ２ 3m

図７ 永勝寺如来堂　明治45年の須弥壇・脇仏龕造作ほか改修後推定正面図

図６　永勝寺如来堂　中古の須弥壇および脇仏龕造作推定正面図

（当初は脇壇形式で仏龕にはなっていなかった）

（脇壇を脇仏龕に改造した初期の形式） 作図:大野敏

作図:大野敏

図５　永勝寺如来堂　当初内々陣造作推定正面図 （図３のＧｰＨ断面位置）

作図:大野敏

（図１のＣｰＤ断面位置）

図５　如来堂　当初内々陣造作推定正面図    　（図３のＧｰＨ断面位置）　

　　　　　　　　（当初は脇壇形式で仏龕にはなっていなかった）　作図：大野敏

図６　如来堂　中古の須弥壇および脇仏龕造作推定正面図

　　　　　　　　（脇壇を脇仏龕に改造した初期の形式）　作図：大野敏

図７ 如来堂　明治 45 年の須弥壇・脇仏龕造作ほか改修後推定正面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図１のＣｰＤ断面位置）　　　作図：大野敏



－ 32 －

 
本
調
査
報
告 

天
然
記
念
物 

 
令
和
三
年
度
に
調
査
を
実
施
し
た
栄
区
長
沼
町
正
安
寺
の
イ
ヌ
マ
キ
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
令
和

四
年
度
横
浜
市
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
。 

  

正
安
寺
の
イ
ヌ
マ
キ 

正
安
寺 

臨
済
宗
円
覚
寺
派 

栄
区
長
沼
町
六
三
六  

正
安
寺
の
イ
ヌ
マ
キ
は
、
樹
齢
約
七
四
〇
年
と
推
定
さ
れ
、
樹
高
一
二
ｍ
、
幹
周
り
二
・
五
ｍ
と
、

横
浜
市
内
の
名
木
・
古
木
指
定
の
永
勝
寺
の
マ
キ
ノ
キ
（
イ
ヌ
マ
キ:  

樹
齢
約
一
五
〇
年
、
樹
高
二

〇
ｍ
、
幹
周
り
二
・
五
ｍ
）
に
次
い
で
古
い
。
親
鸞
聖
人
が
手
植
え
を
し
た
と
い
う
伝
承
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

古
い
枝
の
一
部
が
板
状
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
的
な
書
籍
等
の
イ
ヌ
マ
キ
に
つ
い
て
の
記
載
文
で

は
、
板
状
の
枝
に
つ
い
て
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
県
下
の
老
木
・
古
木
は
一
様
に
板
状
の
枝
を

持
っ
て
い
る
。
熱
帯
の
高
木
が
、
土
壌
が
浅
い
こ
と
や
湿
地
な
ど
で
樹
体
を
支
え
、
ま
た
通
気
の
働

き
や
効
率
的
に
栄
養
を
吸
収
す
る
た
め
板
根
を
発
達
さ
せ
て
い
る
が
、
イ
ヌ
マ
キ
も
老
木
に
な
る
に

つ
れ
て
暴
れ
枝
を
支
え
る
為
に
板
状
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
発
達
過
程
は
謎
で
あ
る
。 

イ
ヌ
マ
キ
（Podocarpus 

macrophyllus 
D. 

Don

）
は
日
本
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
、
沖
縄
、

中
国
東
部
、
台
湾
の
常
緑
広
葉
樹
林
に
分
布
す
る
暖
温
帯
、
亜
熱
帯
性
の
針
葉
高
木
樹
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
房
総
半
島
を
東
限
と
し
て
ス
ダ
ジ
イ
や
タ
ブ
ノ
キ
林
内
に
生
育
し
て
い
る
。
北
限
は
京
都

府
の
冠
島
の
タ
ブ
ノ
キ
林
、
西
限
は
与
那
国
島
の
タ
ブ
ノ
キ
林
、
西
表
島
が
南
限
と
な
り
ス
ダ
ジ
イ

林
内
に
混
生
す
る
。
イ
ヌ
マ
キ
は
耐
陰
性
が
強
く
、
ま
た
防
風
効
果
が
高
く
、
生
垣
に
良
く
使
わ
れ

る
。
ま
た
シ
ロ
ア
リ
の
害
が
な
い
の
で
、
南
方
地
域
で
は
建
築
材
と
し
て
使
わ
れ
る
。
神
社
や
お
寺

に
植
樹
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

イ
ヌ
マ
キ
は
雌
雄
異
種
の
針
葉
樹
で
、
九―

一
〇
月
に
ほ
ぼ
球
形
で
一
㎝
く
ら
い
の
白
粉
を
お
び

た
緑
色
の
果
実
が
赤
紫
色
の
肉
質
の
花
托
の
上
に
着
く
。
花
托
は
食
べ
ら
れ
る
が
、
果
実
は
毒
性
が

あ
る
。
正
安
寺
で
は
果
実
に
気
づ
か
な
か
っ
た
そ
う
で
、
雄
木
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

正
安
寺
の
イ
ヌ
マ
キ
は
、
板
状
枝
を
有
し
た
貴
重
な
個
体
の
一
つ
と
し
て
天
然
記
念
物
と
し
て
の

価
値
が
高
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
藤
原
一
繪
） 
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本
調
査
報
告 

史
跡
︵
地
域
⽂
化
財
︶ 

 
令
和
三
・
四
年
度
に
本
調
査
を
実
施
し
︑四
年
度
に
横
浜
市
地
域
⽂
化
財

に
登
録
さ
れ
た
本
牧
⼗
⼆
天
緑
地
に
関
す
る
調
査
概
要
を
以
下
に
記
す
︒ 

    

本
牧
⼗
⼆
天
緑
地 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

中
区
本
牧
⼗
⼆
天
⼆
番
⼀
・
⼆
番
⼀⼀
⼆ 

  

本
牧 

  

﹁
本
牧
﹂︵
本
⽬
と
も
︶
は
⼀
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
確
認
さ
れ
︑
⼀
六
世
紀

初
頭
に
は
村
名
と
し
て
登
場
す
る
︒
近
世
初
頭
に
北
⽅
村
な
ど
を
分
村
し

て
本
牧
本
郷
村︵
七
�
⼋
〇
〇
⽯
︶と
も
称
さ
れ
︑元
禄
⼀
〇︵
⼀
六
九
七
︶

年
ま
で
は
天
領
︑
以
後
は
旗
本
の
相
給
と
な
�
た
︒
維
新
後
︑
第
⼆
⼤
区
五

⼩
区
︑
本
牧
本
郷
村
を
経
て
︑
明
治
⼆
⼆
︵
⼀
⼋
⼋
九
︶
年
に
北
⽅
村
と
合

併
し
て
本
牧
村
︑
三
四
年
の
第
⼀
次
市
域
拡
張
に
よ
り
市
に
編
⼊
さ
れ
る
︒ 

 

お
⾺
流
し 

 

本
牧
神
社
は
本
牧
⼗
⼆
天
社
と
称
し
︑
昭
和
⼆
三
︵
⼀
九
四
⼋
︶
年
ま
で

本
牧
⼗
⼆
天
⼭
の
裾
に
あ
�
た
︒縁
起
に
は
︑①
頼
朝
が
鎌
倉
の
⻤
⾨
に
あ

た
る
こ
の
地
に
朱
塗
厨
⼦
を
奉
納
し
た
︑
②
弘
⻑
三
︵
⼀
⼆
六
三
︶
年
︑
漂

着
し
た
⼤
⽇
霊
⼥
命
の
像
を
祀
�
た
︑
③
永
禄
⼆
︵
⼀
五
五
九
︶
年
︑
漁
師

が
漁
猟
に
従
事
し
て
い
る
際
︑⼗
⼆
天
の
像
を
引
き
上
げ
奉
納
し
た
︑な
ど

の
説
が
あ
る
︒海
岸
に
突
き
出
た
崖
の
⼩
⼭
を
本
牧
⼗
⼆
天
⼭︵
護
国
⼭
と

も
︶
と
称
し
︑
神
社
は
そ
の
裾
に
位
置
し
︑
海
岸
部
に
松
並
⽊
の
⻑
い
参
道

を
有
し
て
い
た
︒ 

 

昭
和
五
三
年
に
県
の
無
形
⺠
俗
⽂
化
財
に
指
定
さ
れ
た﹁
お
⾺
流
し
﹂は
︑

永
禄
九
︵
⼀
五
六
六
︶
年
に
⽒
⼦
が
出
漁
す
る
際
︑
茅
の
⾺
を
作
�
て
海
に

流
し
て
以
来
︑
豊
漁
や
悪
霊
の
退
散
等
を
祈
願
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
る
︒
神
⾺
は
茅
で
作
�
た
⾺
⾸
⻲
体
︑
体
⻑
四
〇
セ
ン
チ
︑
本
牧
地
区
旧

村
六
か
村
を
表
す
六
頭
を
⽻
⿃
家
で
製
作
す
る
︒
⼋
⽉
上
旬
の
引
き
潮
の

⽇
を
祭
礼
⽇
と
し
︑嘗
て
は
六
艘
の
船
で
沖
へ
漕
ぎ
だ
し
︑湾
の
中
央
辺
り

で
⾺
を
海
中
に
放
流
し
︑
後
⽅
を
振
り
向
か
ず
に
各
船
競
争
し
て
帰
�
て

き
た
と
い
う
︒現
在
で
は
船
は
⼀
艘
と
な
�
た
が
︑昔
か
ら
の
様
⼦
を
残
し

つ
つ
継
続
さ
れ
て
い
る
︒ 

 

幕
末
維
新
期
の
本
牧 

嘉
永
六︵
⼀
⼋
五
三
︶年
に
来
航
し
た
ペ
リ
�
艦
隊
は
⼩
柴
沖
に
碇
泊
し
︑

湾
内
奥
深
く
ま
で
進
⼊
し
て
測
量
な
ど
の
⾏
為
を
重
ね
た
︒
本
牧
は
再
来

航
に
備
え
た
海
岸
防
備
の
本
格
化
以
降
︑歴
史
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
︒嘉

永
六
年
⼀
⼀
⽉
︑⿃
取
藩
が
本
牧
⼀
帯
の
海
岸
防
備
を
命
じ
ら
れ
︑⼗
⼆
天

周
辺
に
台
場
を
築
い
た
︒
こ
の
台
場
に
は
⼤
砲
や
⾜
軽
筒
等
三
五
⼋
挺
が

置
か
れ
︑総
勢
⼀
万
九
千
⼈
の
兵
員
で
埋
ま
�
た
と
い
う
︒同
藩
⼠
⻘
⽊
助

之
進
の
記
し
た
﹃
⿊
船
陣
中
⽇
記
﹄
に
は
︑
眼
前
を
遊
⼷
す
る
艦
船
や
バ
�

テ
ラ
を
乗
り
回
す
艦
隊
乗
組
員
︑
⼋
王
⼦
⿐
な
ど
に
上
陸
し
た
乗
員
が
書

き
残
し
た
落
書
き
の
模
写
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
︒
ペ
リ
�
艦
隊
が
作
成

し
た
江
⼾
湾
⻄
岸
の
海
図
に
記
さ
れ
たH

aycock

が
︑
本
牧
⼗
⼆
天
⼭
に

⽐
定
さ
れ
て
い
る
︒ 

あ
い
き
ゅ
う

て
い 

は
く
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﹁
横
浜
居
留
地
覚
書
﹂
に
よ
り
⼭
⼿
・
本
牧
を
周
回
す
る
⾺
⾞
通
⾏
可
能

な
遊
歩
道
︑
競
⾺
場
・
鉄
砲
場
・
⾷
⾁
加
⼯
場
・
病
院
な
ど
が
建
設
さ
れ
︑

ま
た
地
元
農
家
に
休
憩
所
を
設
置
さ
せ
︑
⾷
事
や
酒
類
を
提
供
す
る
チ
�

ブ
屋
も
⽣
ま
れ
た
︒居
留
地
外
国
⼈
の
た
め
に
花
や
蔬
菜
な
ど
の
栽
培
︑⽜

乳
や
⾷
⾁
を
供
給
す
る
牧
畜
業
も
発
展
し
て
い
�
た
︒ 

 

明
治
三
⼋
年
︵
⼀
九
〇
五
︶
に
は
原
富
太
郎
が
三
溪
園
を
造
成
し
︑
横
浜

の
豪
商
ら
も
別
邸
を
建
設
す
る
︒
さ
ら
に
四
四
年
に
は
横
浜
電
気
鉄
道
が

本
牧
線
を
開
通
さ
せ
︑宅
地
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
︒宅
地
化
に
加
え
︑

花
屋
敷
や
演
武
館
な
ど
の
娯
楽
施
設
︑
夏
場
の
海
⽔
浴
場
の
設
置
な
ど
が

進
み
︑
郊
外
住
宅
地
と
近
郊
リ
ゾ
�
ト
地
と
し
て
の
両
⾯
を
備
え
た
地
と

な
�
て
い
�
た
︒ 

 

関
東
⼤
震
災
は
⼤
き
な
打
撃
を
与
え
︑
七
�
⼋
割
の
建
物
が
倒
壊
し
た

が
⽕
災
は
少
な
く
︑中
⼼
部
に
⽐
べ
被
害
は
少
な
か
�
た
︒震
災
後
の
発
展

を
速
め
た
の
は
市
電
の
間
⾨
ま
で
の
延
伸
と
⼭
⼿
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
で
あ

�
た
︒宅
地
化
が
よ
り
南
部
ま
で
進
む
と
と
も
に
︑⾃
動
⾞
の
通
⾏
が
可
能

に
な
�
て
︑
宅
地
化
︑
近
郊
観
光
地
化
︑
物
流
の
円
滑
化
が
⼀
層
進
ん
だ
︒ 

 

戦
争
と
戦
後 

 

⼗
⼆
天
⼭
は
ペ
リ
�
来
航
後
上
地
さ
れ
︑
明
治
に
⼊
�
て
陸
軍
⽤
地
と

な
�
て
い
た
が
︑
昭
和
⼀
⼀
︵
⼀
九
三
六
︶
年
に
⾶
⾏
艇
部
隊
と
し
て
横
浜

海
軍
航
空
隊
が
根
岸
湾
の
対
岸
富
岡
に
設
置
さ
れ
︑
⼀
四
年
に
は
⺠
間
⾶

⾏
艇
専
⽤
の
根
岸
⾶
⾏
場
も
堀
割
川
河
⼝
付
近︵
間
⾨
︶に
建
設
さ
れ
て
︑

軍
事
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
に
⾄
�
た
︒
昭
和
⼀
〇
年
代
に
⼊

る
と
︑
本
牧
ひ
ら
ん
台
に
⾼
射
砲
第
⼀
師
団
第
⼀
⼀
七
連
隊
第
⼀
⼤
隊
が

置
か
れ
た
が
︑⼆
〇
年
五
⽉
⼆
九
⽇
︑六
⽉
⼀
〇
⽇
の
空
襲
に
よ
�
て
⼤
き

な
被
害
を
受
け
た
︒ 

 

戦
争
終
了
後
︑占
領
軍
は
本
牧
沖
か
ら
も
⾈
艇
に
よ
�
て
上
陸
し
︑ジ
�

プ
や
ト
ラ
�
ク
を
陸
揚
げ
し
て
海
岸
に
露
営
テ
ン
ト
を
張
�
た
︒
根
岸
湾

に
⽴
地
し
て
い
た
⼆
つ
の
⾶
⾏
場
な
ど
の
軍
施
設
を
接
収
す
る
と
と
も
に
︑

焼
け
跡
に
住
ん
で
い
た
住
⺠
に
⽴
ち
退
き
を
命
じ
︑
⽴
ち
退
か
な
い
バ
ラ

�
ク
が
あ
�
て
も
ブ
ル
ト
�
ザ
�
で
整
地
し
て
い
�
た
︒ 

 

本
牧
神
社
に
遺
さ
れ
て
い
る
⽂
書
に
よ
る
と
︑五
⽉
の
空
襲
に
よ
り
︑神

社
・
⺠
家
が
⽕
災
と
な
り
︑
参
道
の
⽼
松
︑
神
⽊
の
多
数
の
﹁
⽼
⽟
楠
樹
﹂

も
枯
死
し
た
︒
同
じ
く
﹁copy

﹂
と
⼿
書
き
さ
れ
た
昭
和
⼆
四
年
⼆
⽉
⼀
五

⽇
付
の
⽶
陸
軍
第
⼋
軍
司
令
部
⽂
書
に
は 

︑
⼟
地
の
接
収
と
接
収
時
の
状

況
を
記
し
た
記
述
が
あ
る
︒
ま
た
⼆
⼆
年
⼀
⼆
⽉
に
神
社
が
特
別
調
達
庁

宛
に
作
成
し
た
﹁
移
転
費
補
償
請
求
願
﹂︑
発
出
年
次
不
明
の
﹁
帝
国
⽇
本

政
府
へ
の
調
達
要
求
﹂に
は
︑⼆
四
〇
万
平
⽅
フ
�
�
ト
の
⼟
地
に
三
⼋
六

の
家
族
⽤
住
宅
や
コ
ミ
�
ニ
テ
�
ビ
ル
デ
�
ン
グ
な
ど
の
建
設
を
要
求
す

る
書
類
も
含
ま
れ
て
い
る
︒ 

昭
和
⼆
⼀
年
中
⼆
度
に
わ
た
�
て
接
収
さ
れ
︑
⼀
号
地
に
は
四
⼆
七
⼾
︑

⼆
号
地
に
は
四
⼋
三
⼾
の
⽶
軍
家
族
⽤
住
宅
や
い
く
つ
も
の
付
属
棟
が
建

て
ら
れ
た
︒
接
収
地
は
⾦
網
で
仕
切
ら
れ
︑
広
い
敷
地
に
暖
房
や
⽔
道
・
ガ

ス
を
備
え
た
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
︒
出
⼊
り
⼝
に
は
⽇
本
⼈
⽴
ち
⼊
り
禁

⽌
と
書
か
れ
︑ま
さ
に
租
界
で
あ
�
た
︒⽶
軍
横
浜
海
浜
住
宅
地
区
と
称
さ

れ
︑
エ
リ
ア
⼀
に
含
ま
れ
る
⼗
⼆
天
⼭
頂
に
は
巨
⼤
な
⽔
道
⽤
貯
⽔
タ
ン
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ク
も
設
置
さ
れ
た
︒ 

本
牧
神
社
は
焼
け
跡
に
⼩
さ
な
社
を
⽴
て
︑
神
社
は
接
収
さ
れ
な
か
�

た
が
周
辺
を
接
収
さ
れ
︑
⽒
⼦
た
ち
が
神
社
に
⾏
く
こ
と
も
難
し
く
な
�

た
︒そ
こ
で
昭
和
⼆
⼆
年
四
⽉
︑本
牧
⼆
丁
⽬
に
仮
社
殿
を
建
て
て
移
転
す

る
︒⼆
⼋
年
に
無
期
限
接
収
地
と
な
�
た
た
め
︑⼆
丁
⽬
に
本
格
的
な
社
殿

と
社
務
所
を
建
⽴
す
る
こ
と
を
決
め
︑
そ
の
費
⽤
に
充
て
る
た
め
に
⼗
⼆

天
参
道
・
社
有
地
を
売
却
し
︑
⼆
九
年
に
上
棟
式
を
⾏
�
て
再
建
し
た
︒
接

収
に
よ
�
て
⼟
地
を
失
�
た
⼈
々
は
︑
接
収
さ
れ
な
か
�
た
地
に
住
宅
を

建
て
て
⼩
さ
な
商
売
を
始
め
︑
⽶
兵
な
ど
を
相
⼿
に
す
る
バ
�
や
喫
茶
店

な
ど
を
開
く
た
め
に
来
住
す
る
⼈
々
も
あ
り
︑
商
店
街
は
次
第
に
復
興
し
︑

漁
業
や
ノ
リ
の
養
殖
も
盛
ん
に
な
�
た
︒ 

講
和
条
約
に
よ
�
て
占
領
か
ら
は
脱
し
た
が
︑
⽇
⽶
⾏
政
協
定
に
よ
�

て
︑⽶
国
の
必
要
と
す
る
基
地
や
施
設
は
そ
の
ま
ま
継
続
使
⽤
と
な
り
︑本

牧
海
浜
住
宅
も
無
期
限
使
⽤
と
な
�
た
︒昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
︑⾼
度

成
⻑
の
中
で
宅
地
化
と
商
店
街
が
発
展
し
︑
接
収
解
除
を
求
め
る
声
が
⼤

き
く
な
り
︑
三
七
年
に
⽶
軍
は
代
替
施
設
が
建
設
さ
れ
れ
ば
返
還
す
る
⽅

針
を
⽰
し
た
︒こ
れ
に
応
じ
て
三
⼋
年
三
⽉
︑地
元
を
中
⼼
に
再
開
発
研
究

委
員
会
な
ど
︑
返
還
後
の
街
づ
く
り
を
⾒
越
し
た
団
体
が
組
織
さ
れ
る
︒ 

昭
和
四
四
年
に
代
替
住
宅
を
横
須
賀
⽶
軍
基
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
が

決
ま
�
た
が
︑
返
還
地
の
区
画
整
理
が
合
意
さ
れ
た
の
は
五
〇
年
に
な
�

て
か
ら
で
あ
�
た
︒
横
須
賀
地
区
⼯
事
が
終
了
し
た
五
七
年
に
返
還
が
決

定
す
る
︒
本
牧
神
社
は
⼗
⼆
天
の
旧
地
へ
の
復
帰
を
意
図
し
た
が
か
な
わ

ず
︑
平
成
五
︵
⼀
九
九
三
︶
年
に
⼗
⼆
天
と
の
換
地
に
よ
り
本
牧
和
⽥
に
社

殿
を
新
築
し
︑
旧
社
殿
の
あ
た
り
は
下
⽔
処
理
場
や
産
業
⽤
地
と
な
�
て

い
�
た
︒ 

⼗
⼆
天
緑
地
の
多
く
は
国
有
地
と
な
�
て
い
た
が
︑
平
成
⼆
〇
年
に
国

は
横
浜
市
に
対
し
︑
今
後
使
⽤
す
る
予
定
が
な
け
れ
ば
遊
休
地
と
し
て
競

売
に
付
す
る
旨
の
通
知
を
⾏
�
た
︒
市
は
使
⽤
の
予
定
な
し
と
回
答
し
た
︒

こ
う
し
た
情
報
を
地
元
の
⼀
町
内
会
⻑
が
⼊
⼿
し
︑
急
遽
連
合
町
内
会
⻑

臨
時
会
議
を
開
催
し
︑市
に
対
し
て
保
存
を
求
め
る
決
議
を
⾏
い
︑市
⻑
に

要
求
し
た
︒⼗
⼆
天
⼭
の
三
分
⼀
を
市
が
買
い
上
げ
︑残
り
を
国
か
ら
無
償

で
借
り
上
げ
る
こ
と
と
な
�
た
︒ 

 現
況 

 

⼭
下
ふ
頭
か
ら
続
く
本
牧
ふ
頭
︑
製
油
所
・
諸
⼯
場
・
施
設
が
並
ぶ
臨
海

部
に
は
︑か
つ
て
の
⾯
影
は
な
い
︒し
か
し
⼗
⼆
天
⼭
の
近
く
に
来
る
と
︑

周
囲
の
ビ
ル
や
⾼
架
の
⾼
速
道
路
の
光
景
と
は
全
く
異
な
る
︑
⻩
⾊
の
断

崖
と
緑
豊
か
な
⼩
⼭
に
驚
か
さ
れ
る
︒⾼
度
成
⻑
期
に
多
く
の
⼯
場
・
施
設

が
移
転
し
︑巨
⼤
な
団
地
も
建
設
さ
れ
た
が
︑丘
陵
は
多
く
の
⾃
然
を
残
し
︑

横
浜
市
⺠
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
︒
そ
れ
を
象
徴
す

る
の
が
⼗
⼆
天
緑
地
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
に
⼗
分
な
調
査
は
な
さ
れ
て
い

な
い
が
︑
令
和
三
年
度
の
遺
物
分
布
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
旧
社
務
所
跡
を

主
と
す
る
地
点
で
多
く
の
遺
物
︑構
造
物
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒⼭

頂
部
に
は
︑台
場
や
陸
軍
の
構
築
物
︑⽶
軍
の
給
⽔
タ
ン
ク
残
骸
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
⾼
い
︒ 

 
 

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
な
の
は
︑
数
百
年
に
わ
た
�
て
本
牧
神
社
を
拠
点
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に﹁
お
⾺
流
し
﹂を
維
持
し
て
き
た
地
域
の
⼈
々
の
本
牧
に
対
す
る
思
い
が
︑

現
在
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
︑
積
極
的
な
地
域
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
︒⼗
⼆
天
⼭
と
緑
地
を
維
持
で
き
た
の
は
︑地
域
の
⼈
々
の
努

⼒
抜
き
に
は
語
れ
な
い
︒﹃
本
牧
の
あ
ゆ
み
﹄﹃
本
牧
本
﹄を
発
⾏
す
る
な
ど
︑

町
内
会
と
地
域
の
種
々
の
団
体
が
連
携
し
︑
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
︒さ
ら
に
こ
れ
ら
の
組
織
・
活
動
が
︑

本
牧
神
社
の
総
代
会
と
も
⼈
的
・
組
織
的
に
密
接
な
関
係
を
保
�
て
い
る

点
も
注
⽬
さ
れ
る
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

︵
上
⼭
和
雄
︶ 

 

江戸名所図会（横浜市中央図書館所蔵）

昭和９（1934）年のお馬流し

現状
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